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Ⅰ  外 部 評 価 概 要  

１ ． 各 実 施 組 織 が 実 施 し た ｢⾃ ⼰ 評 価 ｣の 結 果 に つ い て 、 学 外 者 に よ る 評 価 ・ 検 証

を 受 け る こ と で 、 各 実 施 組 織 の 教 育 ・ 研 究 等 の 質 的 向 上 及 び 組 織 の 改 善 ・ 活 性 化

に 繋 げ る こ と を ⽬ 的 に 実 施 す る 。  

 

２ ． 外 部 評 価 の 実 施 ⽅ 法  

（ １ ） ⾃ ⼰ 評 価 報 告 書 ・ 参 考 資 料 及 び 外 部 評 価 結 果 調 査 票 を 事 前 に 外 部 評 価 委 員

に 送 付 し 、 事 前 調 査 を 依 頼 す る 。  

（ ２ ） 外 部 評 価 委 員 会 を 開 催 し （ 半 ⽇ ⼜ は １ ⽇ ） 、 組 織 の 概 要 ・ ⾃ ⼰ 評 価 結 果 の

説 明 、 施 設 ・ 設 備 等 の ⾒ 学 ・ 調 査 と 質 疑 応 答 等 を ⾏ う 。  

（ ３ ） 外 部 評 価 委 員 会 か ら 、 委 員 会 開 催 当 ⽇ に 、 事 前 調 査 及 び 当 ⽇ 調 査 の 結 果 に

つ い て 講 評 を 受 け る 。  

（ ４ ） 外 部 評 価 委 員 か ら 、 事 後 に 、 事 前 調 査 及 び 当 ⽇ 調 査 の 結 果 に つ い て 、 前 記

（ １ ） の 外 部 評 価 結 果 調 査 票 の 回 答 を 受 け る 。  

（ ５ ） 外 部 評 価 結 果 を 報 告 書 に ま と め て 公 表 す る 。  

 

３ ． 外 部 評 価 委 員  

 上 村  ⼤ 輔  様  学 校 法 ⼈  神 奈 川 ⼤ 学  理 学 部  教 授  

⼩ 林   猛   様  学 校 法 ⼈  中 部 ⼤ 学  ⽣ 物 機 能 開 発 研 究 所  客 員 教 授  

 篠 崎  和 ⼦  様  国 ⽴ ⼤ 学 法 ⼈  東 京 ⼤ 学  ⼤ 学 院  農 学 ⽣ 命 科 学 研 究 科  教 授  

 妹 尾  茂 樹  様  三 菱 重 ⼯ 業 株 式 会 社  総 合 研 究 所  流 体 研 究 部  主 席 研 究 員  

 染 ⽮   聡   様  国 ⽴ 研 究 開 発 法 ⼈  産 業 技 術 総 合 研 究 所  省 エ ネ ル ギ ー 研 究 部 ⾨  グ ル ー プ ⻑  

 村 松  啓 且  様  ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社  先 端 技 術 本 部  研 究 開 発 統 括 部 ⻑  
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４ ． 外 部 評 価 の ⽇ 程  

  平 成 ３ ０ 年 ８ ⽉      外 部 評 価 委 員 の 推 薦 及 び 委 嘱  

       ９ ⽉ 上 旬    ⾃ ⼰ 評 価 報 告 書 の 作 成  

       ９ ⽉ 中 旬    ⾃ ⼰ 評 価 報 告 書 及 び 参 考 資 料 を 外 部 委 員 に 送 付  

      １ ０ ⽉  １ ⽇   外 部 評 価 委 員 会 開 催  

      １ ０ ⽉ １ ２ ⽇   外 部 評 価 委 員 か ら 外 部 評 価 結 果 調 査 票 の 提 出  

      １ ０ ⽉ 中 旬    外 部 評 価 報 告 書 の と り ま と め  

      １ １ ⽉ 上 旬    外 部 評 価 報 告 書 の 公 表  

 

Ⅱ  外 部 評 価 委 員 会 記 録  

１ ． ⽇ 時  平 成 ３ ０ 年 １ ０ ⽉  １ ⽇ (⽉ ) １ ３ ： ０ ０ 〜 １ ８ ： ０ ０  

２ ． 場 所  静 岡 ⼤ 学  静 岡 キ ャ ン パ ス  ⼤ ⾕ 総 合 研 究 棟  ４ 階 会 議 室  

３ ． 出 席 者  

 外 部 評 価 委 員  

 委 員 ⻑  上 村  ⼤ 輔  様  学 校 法 ⼈  神 奈 川 ⼤ 学  理 学 部  教 授  

⼩ 林   猛   様  学 校 法 ⼈  中 部 ⼤ 学  ⽣ 物 機 能 開 発 研 究 所  客 員 教 授  

     妹 尾  茂 樹  様  三 菱 重 ⼯ 業 株 式 会 社  総 合 研 究 所  流 体 研 究 部  主 席 研 究 員  

     染 ⽮   聡   様  国 ⽴ 研 究 開 発 法 ⼈  産 業 技 術 総 合 研 究 所  省 エ ネ ル ギ ー 研 究 部 ⾨  グ ル ー プ ⻑  

     村 松  啓 且  様  ヤ マ ハ 発 動 機 株 式 会 社  先 端 技 術 本 部  研 究 開 発 統 括 部 ⻑  

 静 岡 ⼤ 学  

      朴   ⿓ 洙   グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 ⻑  

     河 岸  洋 和   グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー 部 ⾨ ⻑ /研 究 ⽀ 援 室 ⻑  

      原   正 和   グ リ ー ン バ イ オ 部 ⾨ ⻑  

 陪 席   三 浦  有 紀 ⼦   学 ⻑ 補 佐 室  特 任 教 授  

 陪 席   松 永  幸 夫   研 究 協 ⼒ 課 ⻑  

 陪 席   杉 ⼭  雅 俊   研 究 協 ⼒ 課 研 究 ⽀ 援 係 ⻑  

 陪 席   ⽚ ⽥  吉 彦   研 究 協 ⼒ 課 研 究 ⽀ 援 係 主 任  

 陪 席   湯 澤  あ ゆ み   研 究 協 ⼒ 課 研 究 ⽀ 援 係 員  
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４ ． ス ケ ジ ュ ー ル  

 １ ３ ： ０ ０ 〜 １ ３ ： １ ０  所 ⻑ 挨 拶 及 び 出 席 者 紹 介  

 外 部 評 価 委 員 ⻑ 選 出  

 外 部 評 価 委 員 間 の 互 選 に よ り 、 上 村 委 員 を 委 員 ⻑ に 選 出 し た 。  

 

 １ ３ ： １ ０ 〜 １ ４ ： ０ ０  研 究 所 ・ ⾃ ⼰ 評 価 結 果 概 要 説 明  

 朴 研 究 所 ⻑ よ り 、 ス ラ イ ド （ 説 明 資 料 ） を ⽤ い て 、 研 究 所 の 概 要 と ⾃ ⼰ 評 価 結

果 を 説 明 し た 。  

 

 １ ４ ： ０ ０ 〜 １ ５ ： ０ ０  研 究 ⽀ 援 室 ⾒ 学 （ 分 ⼦ 構 造 解 析 部 ）  

 近 藤  満  教 授 に よ り 、⼤ ⾕ 総 合 研 究 棟 １ ,２ 階 の 分 ⼦ 構 造 解 析 部 の 施 設・設 備 の

案 内 を ⾏ っ た 。  

 研 究 ⽀ 援 室 ⾒ 学 （ ゲ ノ ム 機 能 解 析 部 ）  

 道 羅  英 夫  准 教 授 、 兼 崎  友  特 任 助 教 に よ り 、 遺 伝 ⼦ 実 験 棟 の ゲ ノ ム 機 能 解 析

部 の 施 設 ・ 設 備 の 案 内 を ⾏ っ た 。  

 

 １ ５ ： ３ ０ 〜 １ ６ ： ０ ０  研 究 紹 介  

 朴 所 ⻑ よ り グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー 部 ⾨ の 、 河 岸 グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー 部 ⾨ ⻑ 、 及

び 、 原 グ リ ー ン バ イ オ 部 ⾨ ⻑ よ り そ れ ぞ れ の 研 究 部 ⾨ の 研 究 紹 介 が ⾏ わ れ た 。  

 

 １ ６ ： ０ ０ 〜 １ ６ ： ３ ０  質 疑 応 答  

 こ れ ま で の 説 明 及 び 施 設 ・ 設 備 ⾒ 学 に て 、 得 た 疑 問 に つ い て 、 各 委 員 か ら 質 問

が 寄 せ ら れ 、 そ れ に つ い て 回 答 を ⾏ っ た 。  

 

 １ ６ ： ３ ０ 〜 １ ７ ： ３ ０  外 部 評 価 委 員 打 合 せ  

 外 部 評 価 委 員 の み に よ る 委 員 会 が 開 催 さ れ 、 事 前 審 査 及 び 当 ⽇ 調 査 に 基  

づ き 、 評 価 の ま と め が ⾏ わ れ た 。  
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 １ ７ ： ３ ０ 〜 １ ８ ： ０ ０  外 部 評 価 委 員 に よ る 講 評  

 参 加 い た だ い た 5 名 の 外 部 評 価 委 員 そ れ ぞ れ よ り 、講 評 を 頂 い た 。具 体 的 な 内

容 は 「 Ⅲ  外 部 評 価 委 員 会 講 評 」 に 記 載 す る 。  

 

５ ． 当 ⽇ 配 布 資 料  

  ・ タ イ ム ス ケ ジ ュ ー ル ・ 評 価 委 員 名 簿  

  ・ 座 席 表  

  ・ 平 成 30 年 度 静 岡 ⼤ 学 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 外 部 評 価 委 員 会 資 料  

 （ ⾃ ⼰ 評 価 書 、 添 付 資 料 、 評 価 基 準 等 、 外 部 評 価 結 果 調 査 票 ）  

  ・ ⾃ ⼰ 評 価 書 正 誤 表  

  ・ 平 成 30 年 度 国 ⽴ ⼤ 学 法 ⼈  静 岡 ⼤ 学 概 要  

  ・ 静 岡 ⼤ 学 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 パ ン フ レ ッ ト  

  ・ グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 平 成 29 年 度 研 究 活 動 報 告 書  

  ・ 静 岡 ⼤ 学  グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所  News Letter  Vol .1〜 Vol.4  

 

Ⅲ  外 部 評 価 委 員 会 講 評  

 

 上 村 委 員 ⻑  

・ 研 究 成 果 を 上 げ て い る と 思 う が 、 ⼤ 学 に お け る 研 究 所 の ⽴ 場 ・ 位 置 づ け が ⾒ え

な い 。 外 部 評 価 委 員 会 の 冒 頭 だ け で も い い の で 、 ⼤ 学 執 ⾏ 部 が 出 席 し 、 ⼤ 学 と

し て 研 究 所 に 期 待 し て い る こ と を 話 し て ほ し か っ た 。  

・ 研 究 所 に 優 秀 な 教 員 を 集 め て い る と い う こ と は 、 ⾔ い ⽅ を 変 え る と 、 教 員 を 選

別 し 優 遇 し て い る の で 、 ⼤ 学 他 部 局 へ の 理 解 を 求 め る た め に も 、 ⼤ 学 上 層 部 の

意 思 と サ ポ ー ト が 必 要 だ と 思 う が 、 不 ⾜ し て い る よ う に ⾒ え る 。  

・News Letter  は SDGｓ を よ り 意 識 し た 内 容 に し 、企 業・学 内 だ け で は な く 、

官 公 庁 含 め よ り 広 範 に 配 布 し て は ど う か 。  
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・ 外 部 評 価 の 学 内 基 準 が 教 育 に 重 点 を 置 い て い る よ う に ⾒ え る 。 研 究 よ り 教 育 重

視 と い う ⼤ 学 全 体 の 意 思 が あ る の な ら ば 、研 究 所 と し て は 分 野 横 断 型 の グ リ ー

ン サ イ エ ン ス 教 育 を ⾏ う べ き 。  

・ 研 究 ⽀ 援 室 は 全 学 の 共 通 機 器 セ ン タ ー と い う こ と だ が 、 そ れ に し て は 技 術 職 員

が 少 な す ぎ る 。 全 学 的 に 技 術 職 員 の 有 効 活 ⽤ を 考 え 直 し て ほ し い 。  

・ 研 究 に 関 し て は 若 い 教 員 も 多 く 、 研 究 業 績 も ⽬ ⽴ つ 教 員 が 集 ま っ て い る の で 、

こ の ま ま 頑 張 っ て ほ し い 。  

 

 ⼩ 林 委 員  

・ こ の 研 究 所 が 外 部 か ら ど の よ う に ⾒ ら れ て い る の か を ⼤ 学 上 層 部 が 把 握 す る た

め に 、 最 後 の 講 評 や 質 疑 応 答 な ど に 参 加 す る な ど し て ほ し か っ た 。  

・ ど の よ う な 出 ⼝ （ ⽬ 標 ・ ゴ ー ル ） を ⽬ 指 し て 研 究 す る の か を し っ か り 認 識 し 、

部 ⾨ ⻑ を 中 ⼼ に 各 教 員 が 理 解 し て 研 究 を ⾏ え ば 、 受 託 研 究 の 獲 得 件 数 ・ ⾦ 額 も

持 ち 直 す の で は な い か 。  

・ ロ ボ ッ ト と 情 報 の 分 野 が 弱 い 気 が す る 。 グ リ ー ン サ イ エ ン ス に は 双 ⽅ と も 重 要

だ と 思 う の で 、 4 つ ⽬ の 分 野 創 設 や 分 野 の 再 編 な ど で 、 そ れ ら の 研 究 を 強 化 し

て ほ し い 。  

 

 妹 尾 委 員  

・ 個 々 の 研 究 レ ベ ル は ⾼ い が 、 研 究 の 継 続 性 と 実 ⽤ 化 に 向 け た ロ ー ド マ ッ プ を 作

成 し て は ど う か 。  

・ 具 体 的 に 、 継 続 性 に 関 し て は 、 研 究 内 容 が 個 々 の 教 員 に 依 存 し て い る た め 、 教

員 が 退 職 し た 場 合 に 研 究 が 継 続 さ れ る 仕 組 み が ほ し い 。  

・ 実 ⽤ 化 に 関 し て は 、 評 価 と も 関 係 す る 。 評 価 と は 、 基 本 的 に ⽬ 標 に 対 す る 進 捗

度 で ⾏ う の で 、 実 ⽤ 化 と い う 最 終 ⽬ 標 だ け で は な く 、 3 年 先 、 5 年 先 の ⽬ 標 を 記

載 し た ロ ー ド マ ッ プ が ほ し い 。 途 中 で の 変 更 も 可 能 だ が 、 出 ⼝ ・ 進 捗 が わ か る よ

う に ⽰ し て ほ し い 。  
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 染 ⽮ 委 員  

・ 教 職 員 数 が 少 な く 、 業 績 発 信 や ⽬ 標 設 定 が 研 究 成 果 の わ り に 、 ⾏ え て い な い 。

専 任 の 教 職 員 を 増 や し 、グ リ ー ン 研 の た め に 責 任 を 持 っ て 仕 事 を ⾏ う ⼈ を 増 や

し て ほ し い 。  

・ 運 営 部 会 が 重 要 な 位 置 づ け だ が 、 不 定 期 開 催 で 機 能 が ⼗ 全 に 果 た せ て い な い 。

定 期 開 催 に 変 更 し 、外 部 委 員 の 所 属 す る 組 織 と の 連 携 や ⼤ 学 上 層 部 と の 意 思 疎

通 と 援 助 要 請 な ど の 機 能 を 強 化 す る べ き 。  

・ 研 究 ⽀ 援 室 に ゲ ノ ム 機 能 解 析 部 と 並 ん で 分 ⼦ 構 造 解 析 部 が 存 在 す る が 、 研 究 所

全 体 と し て 、 エ ネ ル ギ ー 分 野 へ の 投 資 が 少 な い 気 が す る 。  

・ 教 員 の 選 考 に 必 ず し も 学 位 を 求 め て い な い が 、 こ れ だ と 助 教 と 助 ⼿ の 区 別 が 付

か な い 。  

・ グ リ ー ン サ イ エ ン ス カ フ ェ は い い 試 み 。 こ の ⼈ 員 数 で 続 け て い る の は 素 晴 ら し

い 。欲 を ⾔ え ば 、CO２ や 遺 伝 ⼦ な ど 、リ ス ク を 伴 う 実 験 に つ い て 中 学 ・ ⾼ 校 に

教 え る 講 座 も 展 開 し て ほ し い 。  

 

 村 松 委 員  

・ 現 在 、 企 業 は 本 業 で は な く 異 業 種 へ の 進 出 で 利 益 を 上 げ よ う と し て い る ⾵ 潮 の

た め 、 社 内 に 専 ⾨ 家 が い な い こ と か ら 、 共 同 研 究 よ り 受 託 研 究 が 主 流 と な っ て

い る 。 受 託 研 究 を 異 業 種 進 出 の た め に ⾏ お う と す る 場 合 、 研 究 の 出 ⼝ が わ か り

や す い 形 で ⽰ さ れ な い と ⾏ え な い の で 、 研 究 の 意 義 を よ り ⼀ 層 、 わ か り や す い

形 で ⽰ し て 、 受 託 研 究 の 獲 得 に つ な げ て ほ し い 。  

・ バ イ オ イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス の 話 が な か っ た が 、 グ リ ー ン サ イ エ ン ス に は 必 要 で

は な い か ？  
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Ⅳ  外 部 評 価 結 果 調 査 票 ま と め  

 外 部 評 価 委 員 6 名 よ り ご 提 出 い た だ い た 外 部 評 価 結 果 調 査 票（ 外 部 評 価 委 員 会

出 席 5 名 、書 ⾯ 審 査 1 名 ）に お け る 評 価 点 及 び コ メ ン ト を ま と め て 以 下 に ⽰ す 。  

 《 外 部 評 価 結 果 調 査 票 に お け る 評 価 点 の ま と め 》  

    各 基 準 の 評 価 は １ 〜 ４ 段 階  

      ４ ： ⼗ 分 に 達 成 し て い る 。 ⼤ い に 期 待 が 出 来 る ⽔ 準 で あ る 。  

      ３ ： 概 ね 達 成 し て い る 。 概 ね 適 切 ・ 良 好 で あ る 。  

      ２ ： 改 善 が 必 要 で あ る 。  

      １ ： 抜 本 的 な 改 善 が 必 要 で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 《 外 部 評 価 結 果 調 査 票 に お け る コ メ ン ト の ま と め 》  

項   ⽬  
外 部 評 価 委 員  平  均

評 価 点上 村 委 員  ⼩ 林 委 員 篠 崎 委 員 妹 尾 委 員 染 ⽮ 委 員  村 松 委 員  

基 準 １  組 織 の ⽬ 的  ４  ３  ４  ４  ４  ３  3.66 
基 準 2  組 織 構 成  ４  ２  ４  ４  ４  ２  3.33 
基 準 3  教 職 員 等  ３  ４  ３  ３  ３  ２  3 
基 準 ４  研 究 活 動  ４  ４  ３  ４  ４  ２  3.5 
基 準 5  施 設 ・ 設 備  ３  ３  ２  ２  ３  １  2.33 
基 準 ６  質 保 証  ４  ３  ３  ４  ４  ３  3.5 
基 準 7  管 理 運 営  ３  ３  ３  ４  ３  ３  3.16 
基 準 8  情 報 公 開  ４  ４  ３  ４  ４  ３  3.66 
基 準 ９  地 域 貢 献  ４  ４  ３  ４  ４  ３  3.66 
基 準 1 0  国 際 化  ３  ４  ３  ４  ４  ３  3.5 
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【 基 準 １ 】 組 織 の ⽬ 的 に つ い て  

グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 （ 使 命 、 研 究 活 動 を 展 開 す る 上 で の 基 本 的 な

⽅ 針 、 達 成 し よ う と し て い る 基 本 的 な 成 果 等 ） が 明 確 に 定 め ら れ て お り 、 そ の

内 容 が 学 校 教 育 法 に 規 定 さ れ て い る 、 ⼤ 学 ⼀ 般 に 求 め ら れ る ⽬ 的 に 適 合 す る も

の で あ る か 。  

 

上 村 委 員   特 に 問 題 は 無 い が 、研 究 所 の ⽬ 的 に は 教 育 に 関 す る 記 述 は な く 、

本 コ メ ン ト 設 定 の 意 図 が わ か ら な い 。 し い て ⾔ え ば 、 学 校 教 育 法

に 記 載 さ れ て い る こ と で 、 合 致 す る の は 学 内 に 研 究 所 を 設 置 す る

こ と が 出 来 る と の 内 容 で 、 問 題 は な い 。 コ メ ン ト 設 定 が 悪 い 。 設

置 の と き の 議 論 な ら ば 理 解 す る が 評 価 と は 問 題 が 別 で は な い か 。  

⼩ 林 委 員   概 ね 適 合 し て い る と 評 価 で き ま す 。  

篠 崎 委 員   環 境 や エ ネ ル ギ ー ・ バ イ オ や 化 学 と い っ た 重 要 性 が 増 し て い る

特 ⾊ あ る 研 究 分 野 を 戦 ⼒ 的 に 重 点 化 し て 、 環 境 ・ エ ネ ル ギ ー シ ス

テ ム 、 グ リ ー ン バ イ オ 科 学 の 分 野 を 推 進 す る こ と を 研 究 所 の ⽬ 的

で あ る と 明 確 に 定 め て い る 。 ま た 、 そ の 内 容 は 静 岡 ⼤ 学 が 定 め る

中 期 ⽬ 標 、 中 期 計 画 に 合 致 し て お り 、 ⼤ 学 ⼀ 般 に 求 め ら れ る ⽬ 的

に 適 合 し て い る と 考 え る 。  

妹 尾 委 員  エ ネ ル ギ ー 、 ⾷ 料 、 健 康 は 重 要 な テ ー マ で あ り そ れ ぞ れ 独 ⾃ の

強 み を ⽣ か し た ⽬ 的 に な っ て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ ホ ー ム ペ ー ジ 及 び 研 究 活 動 報 告 書 に て 、 研 究 所 の ⽬ 標 、 基 本 的

な ⽅ 針 、 達 成 す べ き 課 題 に つ い て 具 体 的 に 記 載 し 周 知 し て い る 。  

・ 学 術 的 探 求 に つ い て も 姿 勢 を 明 確 に し て い る 。  

・ 各 部 ⾨ 、 グ ル ー プ 別 の 位 置 づ け も 明 確 に ⽰ さ れ て い る 。  

・ 「 静 岡 ⼤ 学 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 規 則 」 や 「 静 岡 ⼤ 学 第 三 期

中 期 ⽬ 標 ・ 中 期 計 画 」 で は グ ロ ー バ ル ⼈ 材 育 成 と し て 複 数 項 ⽬ で

記 載 さ れ て い る が 、 WEB 記 載 の 研 究 所 ⽬ 標 欄 で は 「 グ ロ ー カ ル 教
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育 研 究 」 と 記 載 が あ る 。 地 域 と の 協 働 、 地 域 の 知 の 拠 点 と し て の

ロ ー カ ル な 役 割 、 グ リ ー ン 科 学 技 術 に つ い て グ ロ ー バ ル な ネ ッ ト

ワ ー ク で 世 界 レ ベ ル の 研 究 を 展 開 す る こ と の 両 ⽅ を 表 す 興 味 深 い

表 現 で あ る 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員  特 に な し  

 

【 基 準 ２ 】 組 織 構 成 に つ い て  

基 本 的 な 組 織 構 成 が 、 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 に 照 ら し て 適 切 な も の

で あ る か 。  

教 育 活 動 を 展 開 す る 上 で 必 要 な 運 営 体 制 が 適 切 に 整 備 さ れ 、 機 能 し て い る か 。 

上 村 委 員   第 ⼀ 期 か ら 研 究 成 果 内 容 に 照 ら し て 陣 容 を 変 え た こ と は 評 価 で

き る 。 そ の た め に ⼤ い に 成 果 が 上 が る と と も に 、 本 研 究 所 の 学 内

の ス テ ー タ ス が 上 が っ た と 理 解 し た 。 特 に 若 ⼿ の 職 員 に は 良 い 刺

激 と な り 、 学 術 の ⾼ 揚 に 繋 が っ て い る 。  

⼩ 林 委 員   運 営 委 員 会 の メ ン バ ー で 、 所 ⻑ と 部 ⾨ ⻑ は 出 席 し て 、 説 明 が な

さ れ た 。 し か し 、 外 部 評 価 委 員 が ど の よ う な 発 ⾔ を し た の か 、 を

直 接 知 る こ と は 今 後 の 運 営 に 極 め て 重 要 で あ る に も 関 わ ら ず 、 研

究 担 当 理 事 は ⽋ 席 だ っ た 。 組 織 構 成 は お お む ね 妥 当 で あ る 。  

篠 崎 委 員   研 究 ⽬ 的 を 達 成 す る た め に グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー 研 究 部 ⾨ 、 グ リ

ー ン バ イ オ 研 究 部 ⾨ 、 グ リ ー ン ケ ミ ス ト リ ー 研 究 部 ⾨ の 適 切 な ３

部 ⾨ が 設 置 さ れ て い る 。 教 員 は 各 領 域 か ら 選 定 さ れ て お り 、 学 部

や ⼤ 学 院 を 超 え た 縦 の つ な が り が 形 成 さ れ る よ う 戦 略 的 に 配 置 さ

れ て い る 。 研 究 の 分 野 を 超 え た 連 携 が 期 待 さ れ 、 研 究 活 動 の ⽬ 的

を 達 成 す る 上 で 重 要 と 考 え ら れ る 。  

妹 尾 委 員   そ れ ぞ れ の ⽬ 的 に 応 じ て 担 当 す る 研 究 者 が 適 切 に 選 定 さ れ て い

る 。  
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染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ 様 々 な 分 野 の 教 員 を 集 め て 配 置 し 、 連 携 ・ 融 合 に よ る 新 領 域 開

拓 を 進 め 、 教 育 と 研 究 の 効 率 的 な 運 ⽤ を ⾏ っ て い る 。  

・ 年 数 回 の 集 合 会 議 に 加 え て 、 メ ー ル 会 議 を 活 ⽤ し て 、 重 要 事 項

等 を 審 議 す る た め に 必 要 な 会 議 を タ イ ム リ ー に 開 催 し て い る 。  

・ 研 究 所 の 運 営 に つ い て 、 所 ⻑ 、 部 ⾨ ⻑ 、 研 究 ・ 社 会 産 学 連 携 担

当 理 事 、 ア ド バ イ ザ ー な ど で 構 成 す る 運 営 部 会 を 設 置 し 、 研 究 所

内 外 の 意 ⾒ を 幅 広 く 取 り ⼊ れ な が ら 将 来 構 想 や 組 織 再 編 に 関 す る

検 討 を ⾏ っ て い る 。  

・ 教 育 活 動 展 開 の 点 か ら ⾒ た 運 営 体 制 の 点 で は 研 究 ⽀ 援 室 の 設 置

に よ り 、 SSH な ど を 含 む 学 内 外 の 研 究 教 育 ⽀ 援 に 資 す る 体 制 が と

ら れ 、 機 能 し て い る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

 研 究 ⽀ 援 室 に つ い て 、 限 ら れ た ⼈ 的 設 備 的 資 源 の 中 で 、 ⼗ 分 に

研 究 活 動 に 貢 献 で き て い る 。 増 資 等 に よ り 、 ゲ ノ ム や 分 ⼦ 系 の 分

野 と 同 様 に 、 物 性 等 物 理 的 特 性 評 価 設 備 な ど 、 グ リ ー ン エ ネ ル ギ

ー の 観 点 か ら の ⽀ 援 を さ ら に 拡 充 す る こ と が 望 ま し い 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員  技 師 が ⾜ ら な い 、 と の コ メ ン ト が あ っ た が 、 対 応 策 が 不 明 確 。  

 

【 基 準 ３ 】 教 員 及 び ⽀ 援 者 等 に つ い て  

研 究 活 動 を 展 開 す る た め に 必 要 な 教 員 が 適 切 に 配 置 さ れ て い る か 。  

教 員 の 採 ⽤ 及 び 昇 格 等 に 当 た っ て 、 明 確 な 基 準 が 定 め ら れ 、 適 切 に 運 ⽤ さ れ

て い る か 。 ま た 、 教 員 の 研 究 活 動 等 に 関 す る 評 価 が 継 続 的 に 実 施 さ れ 、 教 員 の

資 質 が 適 切 に 維 持 さ れ て い る か 。  

研 究 活 動 を 展 開 す る た め に 必 要 な 研 究 ⽀ 援 者 の 配 置 や 研 究 補 助 者 の 活 ⽤ が

適 切 に ⾏ わ れ て い る か 。  
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上 村 委 員   研 究 活 動 の た め の ⼈ 材 供 給 は 全 学 の 観 点 で は ⼤ 変 難 し く 、 他 ⼤

学 に お い て も そ れ が 現 実 で あ る 。 そ の た め に は 外 部 資 ⾦ の 調 達 が

不 可 避 で 、 各 研 究 者 の 努 ⼒ が よ く ⾒ え る 。 研 究 ⽀ 援 者 や 補 助 者 の

供 給 は ⾃ 前 で 展 開 し て お り 、 ⼤ 学 か ら の ⽀ 援 が 望 ま れ る 。 特 に 、

特 認 助 教 が 減 少 し て い る こ と が ⽬ に つ く 。 外 国 ⼈ の 雇 ⽤ を は か っ

た こ と も 評 価 で き た が 、 2014 年 以 降 減 少 し て い る 。 各 研 究 者 資 ⾦

に よ る 雇 ⽤ が 減 っ た の か も し れ な い 。学 内 共 ⽤ 施 設 を 含 ん で お り 、

こ の 部 分 に 関 し て は 個 ⼈ の 教 員 の 外 部 資 ⾦ で は ま か な え な い 。 是

⾮ と も 学 内 ⽀ 援 を 実 ⾏ し て ほ し い 。 技 術 職 員 を ２ 名 に し て い る こ

と は 評 価 で き る が 、さ ら に １ 名 分 の 技 術 員 の 再 配 置 は 必 須 で あ る 。

ま た 、 研 究 所 で の ス テ ー ク ホ ル ダ ー 会 議 な ど を 開 催 し 、 現 状 を 把

握 、 周 知 を す べ き で あ ろ う 。  

⼩ 林 委 員   ３ 年 毎 研 究 業 績 に 基 づ き 所 員 の 戦 略 的 配 置 を ⾒ 直 し て い る こ と

は 評 価 で き る 。  

篠 崎 委 員  第 １ 期 は 主 担 当 教 員 8 名 、 副 担 当 教 員 ２ ０ 名 、 第 ２ 期 に お い て

は 主 担 当 教 員 １ ０ 名 、 副 担 当 教 員 １ ９ 名 が 配 置 さ れ た 。 主 担 当 教

員 の 選 定 が 最 も 重 要 と 考 え ら れ る が 、 研 究 や 教 育 的 な 能 ⼒ の ⾼ い

教 員 の 選 定 を 重 要 視 し て い る 点 は 評 価 さ れ る 。 ⼀ ⽅ で 、 主 担 当 教

員 は 1 名 を 除 き す べ て 教 授 で あ る 。 研 究 所 の 教 育 や 研 究 の 円 滑 な

運 営 を 考 え る と 、 主 担 当 教 員 と し て 准 教 授 や 講 師 、 助 教 な ど を 含

む 幅 広 い 年 代 の ⼈ 材 投 与 が よ り 望 ま し い と 考 え ら れ る 。 ま た 、 本

研 究 所 で は 研 究 の 実 働 部 隊 と し て 重 要 で あ る 若 ⼿ の 特 任 助 教 や 学

術 研 究 員 、 研 究 補 佐 員 な ど の 数 の 変 動 が ⼤ き す ぎ る よ う に 思 わ れ

る 。  

妹 尾 委 員   内 部 の 評 価 シ ス テ ム や 予 算 の 傾 斜 配 分 な ど 成 果 ・ 重 要 度 に 応 じ

た 運 ⽤ シ ス テ ム が 活 ⽤ さ れ て い る 。 ３ （ 概 ね 達 成 し て い る 。 概 ね

適 切 ・ 良 好 で あ る ） と し た の は 、 ど れ も 重 要 な テ ー マ で 教 員 数 、

予 算 を も っ と 増 や し て も 良 い の で は な い か と 考 え た た め で あ る 。  
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染 ⽮ 委 員  【 優 れ た 点 】  

・ 各 学 術 院 ・ 領 域 の 教 員 が 主 ・ 副 担 当 を 明 確 に し つ つ 学 部 や ⼤ 学

院 等 と 分 野 融 合 的 に 連 携 し て い る 。  

・ 研 究 所 で は ３ 年 の 年 限 を つ け て 研 究 所 に 戦 略 的 に 教 員 を 配 置 し

て 、 随 時 ⾒ 直 し つ つ 、 ハ イ レ ベ ル な 研 究 活 動 を 展 開 し て い る 。  

・幅 広 い 観 点 か ら 年 2 回 の 活 動 評 価 を ⾏ い 処 遇 に 反 映 さ せ る な ど 、

適 切 な 取 り 組 み が ⾒ ら れ る 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 教 務 職 員 、 事 務 職 員 が 、 ⾮ 常 勤 （ パ ー ト タ イ ム 、 派 遣 、 特 任 ）

職 員 に 限 ら れ 、 主 務 と し て 研 究 所 を ⽀ え る 者 が 皆 無 で あ る 。 各 領

域 等 の 他 の 組 織 を 主 務 と す る 職 員 の フ レ キ シ ブ ル な 対 応 に よ り 補

っ て い る 点 は 優 れ て い る が 、 責 任 の 所 在 を 明 確 に す る た め 、 主 務

と し て 常 勤 の 教 務 職 員 、 事 務 職 員 を 配 置 す る こ と が 望 ま し い 。  

村 松 委 員  基 準 ２ 同 様 、 統 廃 合 と 最 適 配 置 が な さ れ て い る の か 、 疑 問 。  

 

【 基 準 ４ 】 研 究 活 動 の 状 況 及 び 成 果 に つ い て  

グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 に 照 ら し て 、 研 究 活 動 を 実 施 す る た め に 必 要

な 体 制 が 適 切 に 整 備 さ れ 、 機 能 し て い る か 。  

グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 に 照 ら し て 、 研 究 活 動 が 活 発 に ⾏ わ れ て お り 、

研 究 の 成 果 が 上 が っ て い る か 。  

上 村 委 員  学 内 の 特 徴 あ る 、 ま た 実 績 の あ る 研 究 者 を 擁 す る 研 究 所 の 特 徴

は よ く 出 て い る 。 特 に 、 混 相 流 の 素 過 程 計 測 技 術 、 メ タ ン ガ ス の

活 ⽤ プ ロ ジ ェ ク ト 、 ⽩ ⾊ 腐 朽 菌 の 利 活 ⽤ 、 ベ ア リ ン グ レ ス モ ー タ

ー 開 発 、 超 臨 界 流 体 と バ イ オ マ ス 、 フ ェ ア リ ー 化 合 物 と 植 物 ⽣ 産

技 術 、 カ イ コ 蛾 を 使 っ た 物 質 ⽣ 産 、 ⾼ 次 機 能 性 分 ⼦ の 創 製 、 植 物

ス ト レ ス マ ネ ー ジ メ ン ト 技 術 開 発 、植 物 の 環 境 応 答 制 御 物 質 創 製 、

光 合 成 ⽣ 物 の 光 応 答 利 活 ⽤ 、 な ど 多 く の 成 果 が 活 発 に 展 開 さ れ て

い る 。 研 究 ⾯ で は 問 題 は な い と 判 断 す る 。 静 岡 ⼤ 学 を 代 表 す る 研
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究 者 集 団 と し て の 結 果 と 意 欲 が ⾒ て 取 れ る 。  

⼩ 林 委 員   予 算 の 傾 斜 配 分 、 公 表 し て い る 論 ⽂ の ラ ン ク 付 け 、 外 部 資 ⾦ の

獲 得 状 況 の 公 表 な ど 、 評 価 で き る 。 受 託 研 究 経 費 が 低 下 気 味 な の

は 少 し 気 に な る 。  

篠 崎 委 員   部 ⾨ ⻑ 会 議 や 運 営 部 会 は 不 定 期 と は い え 、 こ れ ま で に ど の く ら

い の 頻 度 で 開 催 さ れ た の か 資 料 作 成 が 必 要 と 考 え る 。 ま た 、 こ れ

ら の 会 議 の 定 期 開 催 は 各 部 ⾨ 間 の 研 究 や 教 育 に 関 す る 協 ⼒ 体 制 の

推 進 に と っ て 不 可 ⽋ と 考 え ら れ る の で 、 今 後 の 定 期 的 開 催 を 期 待

す る 。 研 究 論 ⽂ の 発 表 や 特 許 の 出 願 、 教 員 の 受 賞 、 外 部 資 ⾦ の 獲

得 な ど か ら 、研 究 活 動 が 活 発 に ⾏ わ れ て い る こ と が 明 ら か で あ る 。

地 域 に 根 ざ し た 社 会 貢 献 に 資 す る 研 究 も 活 発 に ⾏ わ れ て い る と 判

断 さ れ た 。  

妹 尾 委 員   他 研 究 機 関 と の 連 携 、 論 ⽂ 発 表 ⽀ 援 が 適 切 に ⾏ わ れ て い る 。 結

果 と し て 論 ⽂ 数 、 受 賞 件 数 が 伸 び て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ 部 ⾨ ⻑ 会 議 、 運 営 部 会 を 設 置 す る な ど 整 備 が 進 め ら れ て い る 。  

・ IF や Q に 縛 ら れ る こ と は 好 ま し く な い が 、論 ⽂ 評 価 に 伴 う イ ン

セ ン テ ィ ブ 付 与 は 重 要 で あ る 。 外 部 資 ⾦ 、 論 ⽂ 等 の 業 績 に 基 づ く

所 員 構 成 の ⾒ 直 し と 活 性 化 に よ る 優 れ た 運 営 が な さ れ て い る 。 研

究 所 予 算 の 75％ を 外 部 資 ⾦ で 賄 う 点 も 組 織 と し て 優 れ て い る 。 受

賞 、 招 待 講 演 、 外 部 資 ⾦ な ど 組 織 全 体 の 業 績 と そ の 質 は 極 め て ⾼

い 。  

・ 受 託 、 共 同 研 究 や 寄 附 ⾦ か ら も 社 会 貢 献 が ⽰ さ れ て い る 。  

・ 研 究 活 動 は 全 て の 要 素 に つ い て 卓 越 し て い る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 運 営 部 会 の 整 備 を 引 き 続 き お し す す め 、 理 事 、 学 外 委 員 ら を 交

え た 定 期 的 な 議 論 が 望 ま し い 。  

・ 卓 越 し た 研 究 活 動 を 更 に 育 む た め 、 ⼈ 的 ・ 設 備 的 な 組 織 体 制 の
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更 な る 強 化 を 期 待 す る 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員  基 礎 研 究 と は ⾔ え 、想 定 出 ⼝ 戦 略 の 明 確 化 に は 重 点 を 置 く べ き 。

 

【 基 準 ５ 】 施 設 ・ 設 備 に つ い て  

研 究 組 織 に 対 応 し た 施 設 ・ 設 備 等 が 整 備 さ れ 、 有 効 に 活 ⽤ さ れ て い る こ と 。 

上 村 委 員  共 ⽤ の 施 設 と い う こ と も あ り 、 最 先 端 の 汎 ⽤ 機 器 の 購 ⼊ が 必 要

で あ る と 判 断 す る 。 各 磁 気 共 鳴 装 置 は 各 部 局 に あ る に し て も

800MHz の 装 置 が 必 要 で あ ろ う 。 現 在 が 400MHz の 装 置 で 、 ３ ０

分 間 隔 で 利 ⽤ す る 状 態 で あ る 。 ま た 、 次 世 代 シ ー ケ ン サ ー も １ 台

が 計 測 可 能 で 、 と て も 全 学 の 要 求 に は 応 え ら れ な い 状 況 に あ る 。

以 前 の 装 置 は す で に 利 ⽤ で き な い 状 態 と な っ て い る 。 ⼤ 型 の 研 究

費 を 獲 得 し て も 、 全 学 利 ⽤ の 装 置 ま で に は ⼿ が 届 か な い 。 例 え ば

⾼ 速 FTM や ク ラ イ オ 電 顕 等 の 購 ⼊ は 学 ⻑ 経 費 で な い と 出 せ な い 。

全 学 で 議 論 が 必 要 で あ ろ う 。  

⼩ 林 委 員   ⼤ 学 全 体 の 技 術 員 の ⾒ 直 し を し て 、 特 に 分 ⼦ 構 造 解 析 部 の 設 備

管 理 を 抜 本 的 に 強 化 す る 必 要 が あ る 。  

篠 崎 委 員   設 備 維 持 運 営 費 の 削 減 な ど か ら 設 備 の ⼗ 分 な 更 新 が 出 来 て い な

い 点 は ⽌ む を 得 な い が 、 不 適 切 な 利 ⽤ に よ り 機 器 の 故 障 が 起 こ る

な ど 、 ⼗ 分 な 管 理 体 制 が 構 築 さ れ て い な い こ と は 問 題 で あ る 。 研

究 ⽀ 援 室 や ⽀ 援 要 員 の み に 頼 ら ず 、 研 究 所 の 研 究 者 が 協 ⼒ し て 、

そ れ ぞ れ が 頻 度 ⾼ く ⽤ い る 機 器 を 管 理 す る 体 制 を 構 築 す る な ど し

て 、 設 備 や 機 器 の 有 効 活 ⽤ を 図 る べ き で あ る と 考 え る 。  

妹 尾 委 員   休 ⽌ 中 や 古 い 分 析 装 置 が あ る こ と で 重 要 な 研 究 の 進 捗 が 妨 げ ら

れ て い な い か 。 設 備 の 保 守 ・ 更 新 に は 予 算 を も っ と つ け て も 良 い

の で は な い で し ょ う か 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  
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・ 研 究 ⽀ 援 室 に よ り 研 究 環 境 が 良 く 維 持 さ れ て い る 。  

・ 特 任 助 教 を ゲ ノ ム 機 能 解 析 部 に 配 置 す る な ど 、 化 学 、 バ イ オ 系

の 分 野 は ⽐ 較 的 整 備 さ れ て お り 、 限 ら れ た ⼈ 的 ・ 設 備 的 資 源 を 最

⼤ 限 活 ⽤ す る ⼯ 夫 が ⾒ ら れ る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 共 同 利 ⽤ 設 備 の 維 持 管 理 を ⽀ 援 し 適 切 な 運 ⽤ を 追 及 す る こ と が

望 ま し い 。  

・ ２ つ の キ ャ ン パ ス に ま た が っ た 研 究 所 で あ る 点 か ら 、 必 ず し も

共 ⽤ ⼤ 型 設 備 の 拡 充 が 容 易 で な い た め 、 ⻑ 期 的 視 点 か ら も 運 ⽤ や

設 置 す べ き 設 備 に 関 す る 経 営 的 な 議 論 が 必 要 と 思 わ れ る 。  

村 松 委 員  ⽼ 朽 化 お よ び 、 故 障 し て い る 機 材 が 多 い 。 研 究 を 加 速 化 す る た

め の 最 新 鋭 の 機 材 が 、 ⾜ ら な い の で は 。  

 

【 基 準 ６ 】 内 部 質 保 証 シ ス テ ム に つ い て  

研 究 の 状 況 に つ い て 点 検 ・ 評 価 し 、 そ の 結 果 に 基 づ い て 研 究 の 質 の 改 善 ・ 向

上 を 図 る た め の 体 制 が 整 備 さ れ 、 機 能 し て い る か 。  

研 究 ⽀ 援 者 及 び 研 究 補 助 者 に 対 す る 研 修 等 、 教 育 の 質 の 改 善 ・ 向 上 を 図 る た

め の 取 組 が 適 切 に ⾏ わ れ 、 機 能 し て い る か 。  

上 村 委 員  研 究 所 内 で の 研 究 会 や 、学 内 で の グ リ ー ン サ イ エ ン ス カ フ ェ（ 対

象 は ⼀ 般 ま で ） な ど 、 点 検 評 価 は 整 備 さ れ て い る 。 研 修 な ど も ⼗

分 に 展 開 さ れ て い る と 評 価 で き る 。 特 に 研 究 ⽀ 援 室 の 准 教 授 を 中

⼼ に 研 修 、 教 育 は 進 ん で い る 。 技 術 職 員 の 貢 献 も ⼤ き く 、 さ ら に

全 学 に 向 け て 汎 ⽤ 機 器 の 利 活 ⽤ を 促 し て ほ し い 。 要 望 も 出 て い る

ア ン ケ ー ト を 確 認 し た 。  

⼩ 林 委 員  お お む ね 妥 当 で あ る 。  

篠 崎 委 員   研 究 活 動 の 状 況 や 成 果 に 関 し て 研 究 の 質 の 改 善 や 向 上 を 図 る 努

⼒ が な さ れ て い る 。 し か し 、 機 器 の 使 ⽤ に 関 し て は 、 使 ⽤ 法 を ⼗

分 理 解 し た ⼈ 材 が 確 保 で き て い な い 。 こ の た め 、 よ り 多 く の 若 ⼿
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の 講 師 や 助 教 な ど を 主 担 当 の 構 成 員 と し て 加 え る 必 要 が あ る と 判

断 さ れ る 。  

妹 尾 委 員   外 部 評 価 委 員 会 の 意 ⾒ を 反 映 し た 体 制 や 研 究 の ⾒ 直 し が な さ れ

て い る 。 メ ン バ ー の ⼊ れ 替 え も ⾏ わ れ て い る 結 果 と し て 、 2016、

17 年 の 科 研 費 、 論 ⽂ 数 、 発 表 数 、 受 賞 数 が 増 加 し て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ 運 営 部 会 /外 部 評 価 に て 学 外 関 係 者 の 意 ⾒ を 取 り ⼊ れ な が ら 、⾃

⼰ 評 価 /外 部 評 価 を 実 施 し 、 組 織 の ア ク テ ィ ビ テ ィ を 保 っ て い る 。

適 切 な 頻 度 で の 教 授 会 に 加 え 、 個 別 ⾯ 談 の 実 施 に よ り 内 部 の 意 ⾒

の 吸 い 上 げ も 適 切 に ⾏ っ て い る 。 評 価 に 基 づ い て 所 員 構 成 の 再 検

討 や イ ン セ ン テ ィ ブ の 付 与 な ど の ⼯ 夫 を し て い る 。 こ れ ら の 結 果

と し て 、 若 ⼲ 、 部 ⾨ に よ る 相 違 が あ る よ う だ が 、 獲 得 予 算 、 論 ⽂ 、

受 賞 な ど の 業 績 を 伸 ば し て お り 、 研 究 の 質 の 向 上 が 認 め ら れ る 。  

・ 設 備 利 ⽤ 法 に 関 す る セ ミ ナ ー /講 習 会 を 開 催 し 、 ま た 、 ⼤ 学 院 講

義 を 開 講 し て 研 究 補 助 者 へ の 教 習 を 実 施 し て い る 。 「 バ イ オ テ ク

ニ カ ル セ ミ ナ ー 」 は ⾼ い 頻 度 で 開 催 さ れ て お り 、 学 ⽣ 以 外 に も 受

講 可 能 で あ る な ど ⼤ 変 良 い 活 動 で あ り 、 研 究 の 質 の 改 善 ・ 向 上 に

資 す る 活 動 と い え る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 講 義 形 式 の 場 合 、 受 講 可 能 な も の が 限 ら れ る の で 、 ポ ス ド ク 、

技 術 補 佐 員 な ど も 受 講 で き る 形 式 が 良 い の で は な い か 。 ま た 、 座

学 の み で な く 、 個 別 ケ ー ス に も 対 応 可 能 な 実 習 を 実 現 す る 取 り 組

み も 重 要 と 考 え ら れ る 。  

村 松 委 員   特 に 無 し  

 

【 基 準 ７ 】 管 理 運 営 に つ い て  

管 理 運 営 体 制 及 び 事 務 組 織 が 適 切 に 整 備 さ れ 、 機 能 し て い る こ と 。  
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教 員 と 事 務 職 員 等 と の 役 割 分 担 が 適 切 で あ り 、 こ れ ら の 者 の 間 の 連 携 体 制 が

確 保 さ れ 、 能 ⼒ を 向 上 さ せ る 取 組 が 実 施 さ れ て い る か 。  

上 村 委 員  現 在 定 員 削 減 が 実 施 さ れ る 中 で 事 務 組 織 の 疲 弊 化 が 訴 え ら れ 、

⼤ 学 法 ⼈ の 縮 合 統 括 が 議 論 さ れ つ つ あ る 。 多 く の 事 務 量 を 達 成 し

な け れ ば な ら な い 状 況 は 理 解 で き る が 、 専 属 の 事 務 職 員 が 必 要 で

あ ろ う 。規 則 で は 学 術 情 報 部 研 究 協 ⼒ 課 が 事 務 を 担 当 し て い る が 、

研 究 機 能 が 拡 ⼤ す れ ば 専 属 が 必 要 に な っ て い る の で は と 危 惧 す

る 。 ア ウ ト リ ー チ を 展 開 し た り 、 ⾼ 校 ⽣ へ の 啓 蒙 を 深 め る こ と な

ど に は さ ら に ⼈ 材 が 必 要 と な ろ う 。  

⼩ 林 委 員   運 営 委 員 会 は 研 究 所 の 意 思 決 定 に 重 要 で あ る が 、 開 催 回 数 や 会

議 議 事 録 な ど の 情 報 が 全 く 開 ⽰ さ れ て い な い 。 事 務 組 織 も 少 ⼈ 数

で も 専 任 が い る と よ い 。  

篠 崎 委 員  所 ⻑ の リ ー ダ ー シ ッ プ の 下 、 効 果 的 な 意 思 決 定 が 出 来 る 組 織 形

態 を ⽬ 指 し て お り 、 １ ０ 名 の 主 担 当 教 員 を 配 し て お り 、 こ れ ら の

教 員 が 協 ⼒ す る こ と で よ り 活 性 化 し た 組 織 と し て 運 営 で き る と 考

え ら れ る 。 研 究 所 と し て ⼀ つ に ま と ま っ た 連 携 体 制 を 確 保 す る た

め に は 、 所 ⻑ を 中 ⼼ と し た 定 例 の 会 議 や 研 究 成 果 発 表 の 場 を 設 け

る な ど し て 、 情 報 交 換 や 研 究 協 ⼒ 体 制 の 構 築 を 試 み る 必 要 が あ る

と 考 え ら れ る 。  

妹 尾 委 員   所 ⻑ か ら ３ つ の 研 究 部 ⾨ の ⻑ と 関 係 す る 研 究 者 （ 職 員 ） と は 良

く 情 報 共 有 さ れ て い る 。 ま た 事 務 職 員 の ⽅ も 研 究 内 容 や ⽬ 的 を 良

く 理 解 し 研 究 サ ポ ー ト さ れ て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ 教 授 会 の フ レ キ シ ブ ル な 開 催 や 部 ⾨ ⻑ 会 議 、 外 部 委 員 を 加 え た

運 営 部 会 な ど 、 運 営 体 制 は 機 能 的 に 整 備 さ れ て い る 。  

・ 運 営 部 会 や 外 部 評 価 委 員 会 を 通 じ て 外 部 の 意 ⾒ を 把 握 し つ つ 、

管 理 運 営 の PDCA に 反 映 し て い る 。 ま た 、 教 授 会 等 を 通 じ て 内 部

の 意 ⾒ も 反 映 で き る 体 制 が 取 ら れ て い る 。  
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・ 危 機 管 理 を 含 め て 所 ⻑ を ト ッ プ と し て 管 理 、 運 営 す る 組 織 体 制

が 整 え ら れ て い る 。  

・ 全 学 共 通 の 研 修 が 各 種 あ り 、 能 ⼒ 向 上 の 機 会 が あ る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 外 部 の 意 ⾒ を 取 り ⼊ れ る 制 度 は あ る が 、 よ り 広 く 意 ⾒ を 聞 く べ

く 、 地 域 の ⼀ 般 の ⽅ か ら の 要 望 ・ 意 ⾒ の 聴 取 、 学 ⽣ 等 か ら の 意 ⾒

を 把 握 す る 体 制 も ⼤ 切 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

・ 主 担 当 の 教 員 が 少 な く 、 教 授 会 等 の 規 模 が ⼩ さ い 。 業 績 を 向 上

で き て い る 点 は 賞 賛 に 値 す る が 、 新 し い こ と を 試 み る に は 組 織 と

し て の 纏 ま り 、 あ る 程 度 以 上 の 組 織 ⼒ も 重 要 で は な い か 。  

・ 両 キ ャ ン パ ス に 専 任 （ ま た は 主 務 ） の 事 務 職 員 （ 総 務 、 会 計 、

教 務 ） が 必 須 で は な い か 。 必 要 に 応 じ た 増 員 と 組 織 化 は 必 要 。  

村 松 委 員   特 に 無 し  

 

【 基 準 ８ 】 情 報 等 の 公 表 に つ い て  

グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の 研 究 活 動 等 に つ い て の 情 報 が 、 適 切 に 公 表 さ れ る

こ と に よ り 、 説 明 責 任 が 果 た さ れ て い る か 。  

上 村 委 員  ⽐ 較 的 内 容 の あ る ニ ュ ー ス レ タ ー を 編 集 発 信 し て い る 。 学 内 の

職 員 、 お よ び 近 傍 の 会 社 な ど へ 発 信 し て い る が 、 さ ら に 広 く 図 書

館 や 、 他 ⼤ 学 、 ⾼ 校 へ も 送 る こ と が 必 要 と 考 え る 。 現 在 は ホ ー ム

ペ ー ジ に の せ て あ る が 、 ア ウ ト リ ー チ の ⼀ 環 と し て ⾮ 常 に 重 要 で

あ る 。 マ ス メ デ ィ ア の 活 ⽤ に も 積 極 的 で 評 価 で き る 。  

⼩ 林 委 員   ニ ュ ー ス レ タ ー の 年 2 回 の 発 ⾏ な ど 、 評 価 で き る 。  

篠 崎 委 員   ホ ー ム ペ ー ジ に 組 織 の ⽬ 的 や 構 成 員 な ど 適 切 に 公 表 さ れ て い

る 。 ま た 、 研 究 活 動 な ど に つ い て の 情 報 も ホ ー ム ペ ー ジ に て 公 表

し て い る 。 し か し 、 研 究 所 と し て の 研 究 成 果 の 発 表 （ プ レ ス リ リ

ー ス な ど ） の ペ ー ジ が ⾒ ら れ な い 。 よ り 広 く 研 究 所 と し て の 研 究
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成 果 を 公 表 す る 努 ⼒ が 望 ま れ る 。  

妹 尾 委 員   ホ ー ム ペ ー ジ や News Letter、ま た 論 ⽂ や 学 会 発 表 を 介 し て よ く

情 報 公 表 さ れ て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ WEB サ イ ト は わ か り や す く 、 充 実 し て お り 、 内 外 に 向 け て 適 切

に 発 信 で き て い る 。特 に 研 究 活 動 状 況 は WEB ト ッ プ ペ ー ジ の イ ベ

ン ト 、 ニ ュ ー ス 、 ト ピ ッ ク 欄 で タ イ ム リ ー に 発 信 で き て い る 。 外

部 資 ⾦ 、 論 ⽂ 情 報 も 公 開 さ れ て い る 。  

・ ⾃ ⼰ 評 価 報 告 書 、外 部 評 価 報 告 書 、H25/H26/H29 の 研 究 活 動 報

告 書 や 、 毎 年 の 活 動 状 況 統 計 な ど も 公 開 さ れ て い る 。 2017 年 度 か

ら は 6 ヶ ⽉ ご と に News Letter も 発 ⾏ し て い る 。 相 対 的 に ⾒ て 、

⾮ 常 に 積 極 的 に 情 報 発 信 を し て い る と 認 め ら れ る 。  

・3 年 ご と の ⾃ ⼰ 評 価 、外 部 評 価 は サ イ ク ル が 早 く 、機 動 性 に 富 ん

だ 組 織 の PDCA に 繋 が る 。  

・ 公 開 さ れ て い る 過 去 の 外 部 評 価 か ら 類 推 す る と 、 前 回 は 評 価 者

に 対 す る 提 ⽰ 情 報 が 不 ⾜ し て い た の で は な い か と 考 え ら れ る 。 今

回 の 外 部 評 価 資 料 は 補 ⾜ 資 料 も 多 く 、 評 価 し や す い 。 公 開 す る だ

け で な く 適 切 に 説 明 で き る 組 織 運 営 が な さ れ て い る と 評 価 で き

る 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員   特 に 無 し  

 

【 基 準 ９ 】 地 域 貢 献 活 動 の 状 況 に つ い て  

本 学 及 び グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 に 照 ら し て 、 地 域 貢 献 活 動 が 適 切 に

⾏ わ れ 、 成 果 を 上 げ て い る か 。  

上 村 委 員  地 域 貢 献 は 静 岡 ⼤ 学 サ イ エ ン ス カ フ ェ で の 活 動 が 評 価 で き る 。

ま た 、 静 岡 ⼤ 学 フ ェ ス タ に も 参 加 し て お り 、 地 域 の 活 性 化 に 役 ⽴
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っ て い る 。 ⼗ 分 と い う こ と は い え な い が こ の 陣 容 で の 最 ⼤ 限 の 成

果 を 上 げ て い る 。 外 国 か ら の 留 学 ⽣ も よ く ⽬ ⽴ ち 、 こ れ も 地 域 貢

献 の ⼀ つ で あ ろ う 。  

⼩ 林 委 員  公 開 講 座 や グ リ ー ン カ フ ェ な ど 、 評 価 で き る 。  

篠 崎 委 員   研 究 活 動 を 通 じ て 着 実 に 地 域 ⾃ 治 体 ・ 産 業 界 と の 連 携 が 進 め ら

れ て い る 。 グ リ ー ン サ イ エ ン ス カ フ ェ に つ い て は メ イ ン タ ー ゲ ッ

ト で あ る 中 ⾼ ⽣ の 参 加 者 を 確 保 す る な ど し て 、 よ り ⽬ 的 に あ っ た

活 動 が 展 開 で き る こ と を 期 待 す る 。  

妹 尾 委 員   公 開 講 座 、 キ ャ ン パ ス フ ェ ス タ 、 サ イ エ ン ス カ フ ェ を 通 じ て 地

域 の 教 育 に 貢 献 さ れ て い る 。 ま た 、 研 究 成 果 を 地 域 産 業 に 適 ⽤ し

て い る （ 川 根 温 泉 メ タ ン ガ ス 発 電 、 農 業 な ど ） 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ ⼤ 学 と し て の ⽬ 的 、 中 期 ⽬ 標 、 中 期 計 画 、 年 度 計 画 が 公 開 さ れ

て い る 。 こ の 中 で グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 に つ い て も 述 べ ら れ て

い る 。 産 業 界 と の 連 携 、 地 域 の グ ロ ー バ ル 化 に も 貢 献 し て い る 。  

・ 「 ⼤ 学 の 化 学 実 験 」 な ど 豊 富 な 公 開 講 座 や サ イ エ ン ス カ フ ェ は

参 加 者 も 多 く 、 地 域 に ⼤ き く 貢 献 す る 活 動 と な っ て い る 。 キ ャ ン

パ ス な ど の 開 催 条 件 に よ っ て や や 年 齢 層 や 集 客 状 況 が 異 な る よ う

だ が 、 概 ね 好 評 で あ る 。 2016 年 の 浜 松 で の サ イ エ ン ス カ フ ェ は 特

に 盛 況 だ っ た こ と が わ か る 。  

・⼩ 中 ⾼ ⽣ や 50 歳 以 上 の ⼤ ⼈ に 向 け た イ ベ ン ト は 理 科 系 イ ン テ リ

ジ ェ ン ス 向 上 の た め 極 め て 重 要 で あ り 、 継 続 的 に 実 施 し て い た だ

き た い 。全 て の 取 り 組 み に つ い て 、ア ン ケ ー ト 調 査 を ⾏ っ て お り 、

適 宜 PDCA が ま わ っ て い る 。  

・ 実 施 報 告 に 「 教 員 向 け 」 と の ⾔ 葉 が あ る が 、 CO２ や 創 薬 な ど リ

ス ク に 関 連 す る 側 ⾯ が あ る 問 題 に つ い て は 、 教 員 と い う 指 導 的 ⽴

場 に あ る 者 や マ ス メ デ ィ ア へ の 発 信 が 効 果 的 で あ る 。  

・ 研 究 所 の 規 模 で フ レ キ シ ブ ル に 実 施 可 能 な 「 研 究 活 動 を 通 じ た
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地 域 貢 献 」 に つ い て は サ イ エ ン ス カ フ ェ や 公 開 講 座 が 有 効 と 考 え

ら れ る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 静 岡 県 内 に は ⾃ 動 ⾞ 、 電 機 、 製 紙 、 光 電 ⼦ な ど ⼤ ⼿ 企 業 も 多 く 、

地 の 利 を ⽣ か し た 共 同 研 究 等 の 展 開 が 好 ま し い 。 寄 附 講 座 設 置 な

ど の 更 に 進 ん だ 活 動 へ の 発 展 を 期 待 す る 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員   特 に 無 し  

 

【 基 準 １ ０ 】 国 際 化 の 状 況 に つ い て  

グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 の ⽬ 的 に 照 ら し て 、 研 究 の 国 際 化 に 向 け た 活 動 が 適

切 に ⾏ わ れ 、 成 果 を 上 げ て い る か 。  

上 村 委 員  国 際 化 に 向 け て の 尽 ⼒ は な さ れ て い る 。 ス タ ッ フ に 、 イ ン ド 、

ア ル ゼ ン チ ン 、 中 国 の 研 究 者 が 加 わ り 、 研 究 所 の 活 性 を 後 押 し し

て い る 。 ま た 、 交 流 に お け る 特 に 東 南 ア ジ ア 、 イ ン ド と の 交 流 が

⽬ に つ き 、 ア ク テ ィ ビ テ ィ は ⾼ い 。 ヨ ー ロ ッ パ と の 研 究 交 流 も 評

価 で き る が 、 ア メ リ カ と の 関 係 が 薄 い の が 気 に な る 。 個 々 の 研 究

者 の 中 に は 、 国 外 で の 評 価 も ⾼ く 、 静 岡 ⼤ 学 の 過 去 の 電 ⼦ ⼯ 学 研

究 所 に 迫 る 勢 い が ⾒ え る と 考 え る 。  

⼩ 林 委 員   懸 命 の 努 ⼒ を し て い て 、 評 価 で き る 。  

篠 崎 委 員   期 間 や ⼈ 員 が 限 ら れ て い る 中 で 、多 数 の 留 学 ⽣ を 受 け ⼊ れ た り 、

国 際 シ ン ポ ジ ウ ム を 開 催 す る な ど し て 、 研 究 所 の 国 際 化 を 積 極 的

に 展 開 し て お り 、 適 切 な 活 動 を ⾏ っ て い る と 判 断 さ れ る 。 国 際 的

地 域 や 研 究 分 野 の さ ら な る 拡 ⼤ が 期 待 さ れ る 。  

妹 尾 委 員   ア ジ ア を 中 ⼼ に 海 外 の 研 究 機 関 と 連 携 さ れ て い る 。 ま た 、 海 外

か ら の 学 ⽣ の 受 ⼊ も 積 極 的 に ⾏ わ れ て い る 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  
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・ ⼤ 学 の 中 期 ⽬ 標 /計 画 、年 度 計 画 に お い て も 国 際 プ ロ ジ ェ ク ト 研

究 の 推 進 や シ ン ポ ジ ウ ム の 開 催 な ど 国 際 交 流 機 会 の 拡 ⼤ と 教 育 の

グ ロ ー バ ル 化 、 グ ロ ー バ ル キ ャ ン パ ス の 実 現 を 掲 げ 、 公 表 し て い

る 。 こ れ に 対 す る ⽬ 標 達 成 状 況 に つ い て も 公 開 し て い る 。  

・ 国 際 シ ン ポ ジ ウ ム 、 外 国 の ⼤ 学 等 と の MOU の 締 結 な ど 、 主 担

当 教 員 10 名 の 組 織 と し て 極 め て ⾼ い 成 果 を 上 げ て い る 。  

・ 留 学 ⽣ 数 も 2017 年 度 に 57 名 な ど 、 多 く の 学 ⽣ を 受 け ⼊ れ て お

り 、 そ の ア ク テ ィ ビ テ ィ は 極 め て ⾼ い 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

 該 当 無 し  

村 松 委 員   特 に 無 し  

 

総 合 評 価 （ 全 体 を 通 し て の コ メ ン ト を お 願 い 致 し ま す ）  

上 村 委 員  先 ず は じ め に 、静 岡 ⼤ 学 に お け る 本 研 究 所 に つ い て の 設 ⽴ 判 断 、

期 待 、 学 内 で の 現 状 評 価 、 将 来 展 望 に つ い て 、 ⼤ 学 の 執 ⾏ 部 と し

て の 意 ⾒ あ る い は 存 在 の 意 義 に つ い て 提 ⽰ し て ほ し か っ た 。 通 常

は 必 ず ⼤ 学 の 責 任 者 が 紹 介 を す る の が 筋 で は な い か と 考 え る 。 い

ろ い ろ の 事 情 が あ る と は 考 え る が 、 静 岡 ⼤ 学 の 研 究 者 集 団 の 顔 と

な っ て い る 研 究 所 に つ い て 、 ⼤ 学 の ⾒ 識 を ⽰ す こ と が ⽰ す こ と が

⼤ 切 と 痛 感 し た 。 主 担 当 の 研 究 分 野 に お け る 活 動 成 果 を ⼗ 分 に 知

っ て お く こ と も ⼤ 切 で あ る し 、 他 の 説 明 の 機 会 で は な い 学 外 者 の

評 価 の 場 に 参 加 す る こ と が 重 要 で あ る と 痛 感 し た 。  

 運 営 費 交 付 ⾦ が 押 さ え ら れ る 中 、 特 別 に 選 ん だ 教 職 員 が ど の よ

う な 活 動 を し て い る か は 学 内 の 教 育 研 究 者 に と っ て ⼤ き な 関 ⼼ 事

で あ る 。 不 公 平 感 、 つ ま り 不 平 や 不 満 が あ る こ と は ⼗ 分 承 知 し て

い る 。 そ れ 故 に 、 制 度 を 作 っ た 執 ⾏ 部 に は こ れ を ど う し て い く か

に つ い て の 説 明 責 任 が あ る 。 各 研 究 者 は い ず れ も よ く 成 果 を 上 げ

て お り 、 研 究 費 獲 得 、 受 章 、 マ ス メ デ ィ で の 研 究 紹 介 と い ず れ も
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他 ⼤ 学 に ⽐ べ て も 遜 ⾊ は な い 。 今 後 も 様 々 な 受 章 が 待 ち 構 え て い

る 研 究 者 も い る 。 是 ⾮ と も 、 教 育 は し っ か り と し た 研 究 的 な バ ッ

ク ア ッ プ が あ っ て こ そ 成 り ⽴ つ こ と を ⾃ 覚 す べ き で は な い か 。  

⼩ 林 委 員   研 究 所 員 の 構 成 が ⾮ 常 に 国 際 的 で あ り 、 ⼀ 番 ⾼ く 評 価 で き る 。

グ リ ー ン エ ネ ル ギ ー 研 究 部 ⾨ の 活 動 が も う 少 し ⾼ く な る と 、 も っ

と よ い 。  

篠 崎 委 員   本 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 は 三 つ の 研 究 部 ⾨ か ら な る ユ ニ ー ク

な 研 究 機 関 で あ り 、 多 く の レ ベ ル の ⾼ い 研 究 成 果 が 報 告 さ れ て い

る こ と か ら 、 総 合 的 に は ⾼ く 評 価 さ れ る 。  

 研 究 所 全 体 に ま と ま り に ⽋ け た 点 が ⾒ ら れ る 。 所 ⻑ を 中 ⼼ と し

て 部 ⾨ 間 の 研 究 交 流 の 場 等 を よ り 多 く 設 け る な ど の 対 策 が 必 要 と

考 え ら れ る 。  

 主 担 当 教 員 は １ ０ 名 中 ９ 名 が 教 授 で あ る が 、 研 究 所 の 機 器 な ど

の 効 率 の 良 い 運 ⽤ 体 制 や ⼤ 学 院 ⽣ や 留 学 ⽣ に 対 す る 効 率 的 な 教 育

環 境 の 構 築 の た め に は 、 准 教 授 や 講 師 や 助 教 な ど 幅 広 い 年 代 の ⼈

材 を 主 担 当 教 員 と し て 登 ⽤ す る こ と が 望 ま れ る 。  

 特 任 研 究 員 や 研 究 補 助 員 な ど 、 ⼀ 定 数 の ⼈ 員 を 確 保 で き る よ う

に 研 究 所 全 体 で 協 ⼒ し て 予 算 を 捻 出 す る 努 ⼒ が 期 待 さ れ る 。  

 研 究 所 内 の 研 究 者 が 研 究 所 の ⼀ 員 で あ る こ と を ⾃ 覚 し て 互 い に

協 ⼒ し 合 う こ と で 、 研 究 が 発 展 し 教 育 が 充 実 す る よ う 願 っ て い ま

す 。  

妹 尾 委 員   個 々 の 研 究 成 果 は グ リ ー ン 研 で し か 達 成 で き な い レ ベ ル の ⾼ い

有 ⽤ な も の で し た 。 以 下 要 望 で す 。  

１ ． 研 究 の 継 続 性  

 学 術 的 に も ⾼ い レ ベ ル の 成 果 を グ リ ー ン 研 と し て 例 え 担 当 の 研

究 者 が い な く な っ て も 継 続 し て 出 し て ゆ け る 仕 組 み が あ る と 良

い 。  

２ ． 実 ⽤ 化  
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 成 果 を 実 ⽤ 化 に 結 び つ け る ロ ー ド マ ッ プ か 仕 組 み が あ る と 良 い

（ 実 ⽤ 化 は 企 業 と の 共 同 研 究 、 委 託 で も 良 い ） 。  

染 ⽮ 委 員   【 優 れ た 点 】  

・ 主 担 当 の 教 員 を 中 ⼼ と し て 、 極 め て 学 術 的 研 究 成 果 が ⾼ い 。 論

⽂ 、 外 部 資 ⾦ 獲 得 な ど 優 れ て い る 。  

・ サ イ エ ン ス カ フ ェ 、 ニ ュ ー ス レ タ ー な ど 広 報 活 動 、 地 域 貢 献 活

動 に つ い て も 、 国 内 の 他 の ⼤ 学 組 織 で も 類 を ⾒ な い ⾼ い ア ク テ ィ

ビ テ ィ を 維 持 し て い る 。  

・ 国 際 化 に つ い て も 主 担 当 教 員 数 な ど の 組 織 規 模 と し て は 卓 越 し

た ア ク テ ィ ビ テ ィ を 維 持 し て い る 。 機 動 性 に 富 ん だ 組 織 運 営 が 出

来 て い る こ と の 顕 れ の ひ と つ と 思 わ れ る 。  

 【 更 な る 向 上 が 期 待 さ れ る 点 】  

・ 共 同 利 ⽤ 設 備 に つ い て 、 関 係 者 の 尽 ⼒ に よ り 現 有 設 備 を 最 ⼤ 限

に 活 ⽤ し て い る も の の 、 故 障 し て い る 機 器 も 多 く 改 修 が 必 要 で あ

る 。 外 部 利 ⽤ も 可 能 に す る な ど 運 営 上 で き る こ と は 実 施 し て い る

と 思 わ れ る も の の 、 修 理 /維 持 費 や ⼈ 件 費 な ど の 拡 充 が 望 ま し い 。

特 に ⻑ 期 的 観 点 か ら の 選 択 と 集 中 や 、 現 在 ⽋ 如 し て い る エ ネ ル ギ

ー 分 野 の 設 備 に 関 す る 検 討 な ど 、 戦 略 的 な 取 り 組 み が 必 要 と 思 わ

れ る 。  

・ 研 究 所 、 部 ⾨ の ⽬ 標 や ビ ジ ョ ン に つ い て 、 現 状 よ り も さ ら に 出

⼝ イ メ ー ジ を 明 確 に し た ビ ジ ョ ン の 作 成 が 望 ま し い 。  

 【 改 善 を 要 す る 点 】  

・ 主 担 当 教 員 数 が 少 な く 主 務 の 事 務 職 員 が い な い な ど 、 組 織 ⼒ を

発 揮 す る に は 規 模 が ⼩ さ く 、新 し い こ と に 取 組 み に く い ⾯ が あ る 。

主 担 当 教 員 や 事 務 職 員 な ど の 増 員 が 必 要 で あ る 。  

村 松 委 員  企 業 連 携 を 強 め 、も っ と 戦 略 的 な 研 究 費 の 確 保 が 必 要 と 考 え る 。

そ の た め に は 、 企 業 サ イ ド の ニ ー ズ の 把 握 と 会 話 が 重 要 。  同 業

種 で の 探 索 だ け で な く 、 異 業 種 で の 研 究 応 ⽤ 探 索 も 考 慮 す べ き 。

26



 

研 究 内 容 に イ ン フ ォ マ テ ィ ク ス 的 な 要 素 も 、 導 ⼊ す べ き で は な い

か 。  

 

Ⅴ  外 部 評 価 結 果 を う け て  

今 年 度 、 研 究 所 設 ⽴ 以 降 の 5 年 間 （ 平 成 ２ ５ 年 ４ ⽉ か ら 平 成 ３ ０ 年 ７ ⽉ ） の 組

織 評 価 に つ い て 、本 学 の 評 価 会 議 が 定 め た １ ０ 項 ⽬ の 評 価 基 準 に 基 づ き ⾃ ⼰ 評 価

書 を 作 成 し 、 外 部 評 価 委 員 会 を 実 施 し ま し た 。 外 部 評 価 委 員 と し て 、 上 村 ⼤ 輔 委

員 （ 神 奈 川 ⼤ 学 理 学 部 教 授 ） 、 ⼩ 林  猛 委 員 （ 中 部 ⼤ 学 ⽣ 物 機 能 開 発 研 究 所 客 員

教 授 ） 、 篠 崎 和 ⼦ 委 員 （ 東 京 ⼤ 学 ⼤ 学 院 農 学 ⽣ 命 科 学 研 究 科 教 授 ） 、 妹 尾 茂 樹 委

員 （ 三 菱 重 ⼯ 業 株 式 会 社 総 合 研 究 所 主 席 研 究 員 ） 、 染 ⽮  聡 委 員 （ 産 業 技 術 総 合

研 究 所 省 エ ネ ル ギ ー 研 究 部 ⾨ グ ル ー プ ⻑ ） 及 び 村 松 啓 且 委 員 （ ヤ マ ハ 発 動 機 株 式

会 社 先 端 技 術 本 部 研 究 統 括 部 ⻑ ） の ６ 名 （ 篠 崎 委 員 は 当 ⽇ 調 査 は ⽋ 席 の た め 書 ⾯

調 査 の み ） の 多 様 な 分 野 の ⽅ に 外 部 評 価 を お 願 い し ま し た 。  

今 回 の 外 部 評 価 で は 、 全 体 と し て は 「 概 ね 適 切 ・ 良 好 で あ る 」 と の 評 価 を 頂 き

ま し た 。 そ の 中 で も 【 基 準 1 組 織 の ⽬ 的 】 、 【 基 準 4 研 究 活 動 】 、 【 基 準 ６  

質 保 証 】 、 【 基 準 8 情 報 公 開 】 、 【 基 準 9 地 域 貢 献 】 及 び 【 基 準 １ ０  国 際

化 】 に つ い て は 「 ⼗ 分 に 達 成 し て い る 。 ⼤ い に 期 待 で き る ⽔ 準 で あ る 。 」 評 価 に

近 い ⾼ 評 価 で し た 。 こ れ は 、 ３ 年 毎 の 研 究 業 績 に 基 づ く 所 員 の 戦 略 的 配 置 よ る 研

究 ⼒ 向 上 、ニ ュ ー ス レ タ ー 発 ⾏ や グ リ ー ン サ イ エ ン ス カ フ ェ な ど の 活 動 を 評 価 い

た だ い た 結 果 で す 。し か し 、【 基 準 ５  施 設・設 備 】に つ い て は 、機 器 の ⽼ 朽 化 、

故 障 し て い る 機 材 の 更 新 が 出 来 な い な ど 、 研 究 環 境 の 悪 化 に つ い て 「 改 善 が 必 要

で あ る 」 と の 評 価 で し た 。 【 基 準 ５  施 設 ・ 設 備 】 は 【 基 準 ３  教 職 員 等 】 と 密

接 な 関 わ り が あ り 、 主 務 と し て 常 勤 の 教 務 ・ 事 務 職 員 の 配 置 や 技 術 職 員 の 不 ⾜ に

よ る 管 理 体 制 不 備 と 併 せ て の 指 摘 で し た 。 ど ち ら も 、 ⼤ 学 全 体 の 資 源 配 置 に 関 わ

る 事 案 で す の で 、 ⼤ 学 全 体 の 課 題 の ⼀ つ と し て 、 執 ⾏ 部 と 相 談 し て 改 善 し て い き

た い と 考 え て い ま す 。  

研 究 ⾯ で の ご 指 摘 と し て 、 「 出 ⼝ を ⾒ 据 え た 研 究 の ⽅ 向 性 、 新 分 野 の 開 拓 」 が

求 め ら れ ま し た 。 特 に 、 国 連 の 持 続 可 能 な 開 発 ⽬ 標 （ Sustainable Development  
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Goals ,  SDGs） を 意 識 し て 、 研 究 活 動 を 進 め て は ど う か と い う ご 意 ⾒ を い た だ き

ま し た 。  

現 在 の 当 研 究 所 の ⽬ 標 は  

１ ） グ リ ー ン 科 学 技 術 に よ る 資 源 お よ び エ ネ ル ギ ー ⽣ 産 ・ 低 炭 素 循 環 型 社 会 形

成 の た め の 技 術 移 転 と ⾼ 度 研 究 者 ・ 技 術 者 の ⼈ 材 育 成 お よ び グ ロ ー カ ル 教 育

研 究 を 推 進 す る 。  

２ ） グ リ ー ン 科 学 技 術 に 関 る 地 球 環 境 お よ び ⽣ 態 系 保 全 や ⾃ 然 シ ス テ ム と の 共

⽣ に よ る 科 学 技 術 の 開 発 、 有 効 資 源 の 再 ⽣ ・ 利 ⽤ の 開 発 、 ⾃ 然 エ ネ ル ギ ー や

低 炭 素 循 環 の 開 発 等 、 そ れ ら 技 術 の 適 ⽤ に お け る 社 会 的 影 響 の 評 価 ⼿ 法 を 確

⽴ す る 。  

３ ） ⽣ 物 の 分 ⼦ 認 識 能 を 活 ⽤ し た ⾼ 齢 化 ・ ⾼ 福 祉 に お け る 安 全 ・ 安 ⼼ な 社 会 の

実 現 、 再 ⽣ 可 能 な 資 源 ・ エ ネ ル ギ ー を 基 盤 と す る 循 環 型 社 会 実 現 へ の 新 た な

学 術 貢 献 の た め の 研 究 を 推 進 す る 。  

と な っ て い ま す 。  

こ れ ら の ⽬ 標 は 、 17 の 国 連 の 持 続 可 能 な 開 発 ⽬ 標 （ SDGｓ ） の 内 、  

⽬ 標 ２  飢 餓 を 終 わ ら せ 、 ⾷ 料 安 全 保 障 及 び 栄 養 改 善 を 実 現 し 、 持 続 可 能 な 農

業 を 促 進 す る 。  

⽬ 標 ３  あ ら ゆ る 年 齢 の す べ て の ⼈ 々 の 健 康 的 な ⽣ 活 を 確 保 し 、 福 祉 を 促 進 す

る 。  

⽬ 標 ６  す べ て の ⼈ 々 の ⽔ と 衛 ⽣ の 利 ⽤ 可 能 性 と 持 続 可 能 な 管 理 を 確 保 す る 。 

⽬ 標 ７  す べ て の ⼈ 々 の 、 安 価 か つ 信 頼 で き る 持 続 可 能 な 近 代 的 エ ネ ル ギ ー へ

の ア ク セ ス を 確 保 す る 。  

⽬ 標 13 気 候 変 動 及 び そ の 影 響 を 軽 減 す る た め の 緊 急 対 策 を 講 じ る 。  

⽬ 標 14 持 続 可 能 な 開 発 の た め に 海 洋・海 洋 資 源 を 保 全 し 、持 続 可 能 な 形 で 利

⽤ す る 。  

⽬ 標 15 陸 域 ⽣ 態 系 の 保 護 、回 復 、持 続 可 能 な 利 ⽤ の 推 進 、持 続 可 能 な 森 林 の

経 営 、 砂 漠 化 へ の 対 処 、 な ら び に ⼟ 地 の 劣 化 の 阻 ⽌ ・ 回 復 及 び ⽣ 物 多 様

性 の 損 失 を 阻 ⽌ す る 。  
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と 密 接 に 関 係 し て お り 、 今 後 は 研 究 所 の 諸 活 動 に お い て 、 そ れ ら を 意 識 し て い

き た い と 考 え て お り ま す 。  

ご 多 忙 の 中 、多 く の 時 間 と 労 ⼒ を 割 い て 外 部 評 価 を ⾏ っ て 下 さ っ た 委 員 の 皆 様

に 厚 く 御 礼 申 し 上 げ る と 共 に 、 今 回 の 外 部 評 価 で ご 助 ⾔ ・ ご 指 摘 い た だ い た 事 項

を 重 く 受 け ⽌ め 、 こ れ ら を 踏 ま え た 改 善 を ⾏ う 所 存 で す 。  

 

平 成 ３ ０ 年 １ ０ ⽉           

静 岡 ⼤ 学 グ リ ー ン 科 学 技 術 研 究 所 ⻑  

朴  ⿓ 洙  
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[研究所用] 

1 

静岡大学グリーン科学技術研究所 外部評価結果調査票 

 

 自己評価報告書の内容及び外部評価委員会での調査・確認内容等に基づき、以下の

各基準について、｢評価｣と｢コメント｣をお願い致します。 

 コメント欄には、｢優れた点｣や｢更なる向上が期待される点｣、｢改善を要する点」

を中心にご記入願います。 

なお、以下の基準の内容は、基本的に「自己評価結果報告書」に記載されている各

基準に沿ったものとなっております。 

 この調査票は、外部評価委員会後の 10 月 12 日までにご提出願います。 

[提出先] 

 静岡大学 学術情報部研究協力課研究支援係 

 〒422－8529 静岡市駿河区大谷 836 

 電話：(054)238－4264 

 

各基準の評価は１～４段階で数字に○印を付してください。 

  ４：十分に達成している。大いに期待できる水準である。 

  ３：概ね達成している。概ね適切・良好である。 

  ２：改善が必要である。 

  １：抜本的な改善が必要である。 

 

 

【基準１】組織の目的について 

グリーン科学技術研究所の目的（使命、研究活動を展開する上での基本的な方針、

達成しようとしている基本的な成果等）が明確に定められており、その内容が学校教

育法に規定されている、大学一般に求められる目的に適合するものであるか。 

  

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 
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[研究所用] 

2 

【基準２】組織構成について 

基本的な組織構成が、グリーン科学技術研究所の目的に照らして適切なものである

か。 

教育活動を展開する上で必要な運営体制が適切に整備され、機能しているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基準３】教員及び支援者等について 

研究活動を展開するために必要な教員が適切に配置されているか。 

教員の採用及び昇格等に当たって、明確な基準が定められ、適切に運用されている

か。また、教員の研究活動等に関する評価が継続的に実施され、教員の資質が適切に

維持されているか。 

研究活動を展開するために必要な研究支援者の配置や研究補助者の活用が適切に

行われているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 
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[研究所用] 

3 

 

【基準４】研究活動の状況及び成果について 

グリーン科学技術研究所の目的に照らして、研究活動を実施するために必要な体制

が適切に整備され、機能しているか。 

グリーン科学技術研究所の目的に照らして、研究活動が活発に行われており、研究

の成果が上がっているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基準５】施設・設備について 

研究組織に対応した施設・設備等が整備され、有効に活用されていること。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 
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[研究所用] 

4 

 

【基準６】内部質保証システムについて 

研究の状況について点検・評価し、その結果に基づいて研究の質の改善・向上を図

るための体制が整備され、機能しているか。 

研究支援者及び研究補助者に対する研修等、教育の質の改善・向上を図るための取

組が適切に行われ、機能しているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基準７】管理運営について 

管理運営体制及び事務組織が適切に整備され、機能していること。 

教員と事務職員等との役割分担が適切であり、これらの者の間の連携体制が確保さ

れ、能力を向上させる取組が実施されているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 
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[研究所用] 

5 

 

【基準８】情報等の公表について 

グリーン科学技術研究所の研究活動等についての情報が、適切に公表されることに

より、説明責任が果たされているか。 

. 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【基準９】地域貢献活動の状況について 

本学及びグリーン科学技術研究所の目的に照らして、地域貢献活動が適切に行われ、

成果を上げているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 
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[研究所用] 

6 

 

【基準１０】国際化の状況について 

グリーン科学技術研究所の目的に照らして、研究の国際化に向けた活動が適切に行

われ、成果を上げているか。 

 

[評価]  １  ２  ３  ４ 

  

 [コメント] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合評価（全体を通してのコメントをお願い致します） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成  年  月  日 

外部評価委員        
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静岡大学 グリーン科学技術研究所 外部評価委員会 

 

日 時 ：平成３０年１０月 １日（月） １３：００～１８：００ 

場 所 ：静岡大学 大谷総合研究棟 4F 会議室 

 

 

時 間 事   項 会 場 担当 備  考 

13:00 所長挨拶及び出席者紹介 総合研究棟 4F 会議室 所長  

 委員長選出 〃   

13:10 研究所・自己評価報告書概要説明 〃 所長  

14:00 研究支援室見学（分子構造解析部） 

研究支援室見学（ゲノム機能解析部） 

総合研究棟 1,2F  

遺伝子実験棟 

近藤 

道羅 

学内移動あり 

15:00 休  憩 総合研究棟 4F 会議室  コーヒーケータリング 

15:30 3 研究部門長による研究紹介 〃 齋藤・河岸 

原 

1 部門 10 分程度 

16:00 質疑応答 〃 所長、部門長  

16:30 外部評価委員打合せ 〃 委員長  

17:30 外部評価委員による講評 〃 委員長  

18:00 終了    

 

◆タイムスケジュール 
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1

グリーン科学技術研究所の概要説明

静岡大学グリーン科学技術研究所

所⻑ 朴 龍洙

グリーン科学技術研究所

外部評価

平成３０年１０⽉１⽇

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 1

概要説明

【基準１】組織の目的

【基準２】組織の構成

【基準３】教員及び支援者など

【基準４】研究活動の状況及び成果

【基準５】施設・設備

【基準６】内部質保証システム

【基準７】管理運営

【基準８】情報等の公表

【基準９】地域貢献活動

【基準１０】国際化の状況

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 2

【基準１】組織の目的

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 3

【目 的】

◆エネルギー生産・低炭素循環型社会形成に向けた技術開発・人材育成の推進
⇒
新エネルギー

◆地球環境・自然システムとの共生による科学技術の開発、持続可能な循環型社会実現に向けた研究

推進
⇒

⾷料

◆高齢化・高福祉における安全・安心かつ豊かで持続可能なグリーン成⻑ ⇒ 健康

【背 景】

国内

� 事前災害による莫大な人的、物的被害

� 温暖化による気候変動 ➡ 異常気候、作物の凶作

� 急速な少子高齢化と人口減少➡ 高齢者の割合は27.7％

（Ｈ２９．９）

世界

� 開発途上国における環境破壊

� 新興国の台頭による資源、エネルギー、⾷料等の国際的獲得

競争の激化

� 経済の急激なグローバル化と新興国市場における競争の激化

第３期中期目標の重点研究分野「環境・エネルギーシステム、グリーンバイオ科学」

【基準２】組織の構成

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 4

所⻑

教授会

運営部会

グリーンエネルギー研究部門

光を基盤とした新グリーンエネルギー創

製・エネルギーの利⽤

グリーンバイオ研究部門

生物多様性を基盤とした生態系保存・緑環

境実現

グリーンケミストリー研究部門

生体機能性分子を基盤とした環境ストレス

マネジメント・グリーンイノベーション

研究支援室

・分子構造解析部

・ゲノム機能解析部

諮問・審議

事務部

研究協⼒課

（研究担当理事、外部委員

２名、部門長、所長）

所員の構成

グリーンエネルギー研究部門 （主

３、副７）副所長

・物理・情報プロセスグループ

・物理・材料プロセスグループ

・化学プロセスグループ

グリーンバイオ研究部門 （主３、

副６）

・植物ストレス科学グループ

・環境分子生物学グループ

・育種生物工学グループ

グリーンケミストリー研究部門 （主

４、副５）所長

・天然物科学グループ

・資源・環境分子科学グループ

・ナノバイオ科学グループ

研究支援室

（主1，技術職２、特任

助教１）室長

・分子構造解析部

・ゲノム機能解析部

グリーン科学技術研究所

（教授16，准教授10、講師１、助教２、計2９名）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 5

⼯学領域

理学領域

農学領域

情報学領域

静岡大学学術院

融合グローバル領域

【基準３】教員及び支援者など

３−１所員の組織的連携

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 6

グリーン科学技術研究所

主担当１０

副担当１９

静岡大学

学術院

各学部

総合科学技術研究科

創造科学技術大学院

教員組織

教育組織

�
主担当、副担当制により教育研究役割の明確化

�
教育組織との有機的連携

研究戦略室

研究戦略

所員の⾒直し

超領域研究会

学内研究集会の共同開催
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2

【基準３】教員及び支援者など

３−２所員の確保

H25〜H27年度（主8，副20）➡ H28〜H30年度（主10，副19）

３−３所員の活性化のための措置

所長、所員に任期：３年

３年毎研究業績に基づき所員の戦略的配置を見直し

３−４所員の採用基準や昇格基準

年２回活動報告書を提出 ➡ 活動を評価し、人事評価実施規定及び

「学術院設置に伴う教員の評価及び処遇等に関わる取り扱い」に基づ

き、評価結果を適正に処遇に反映する。

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 7

４−１−①研究実施・支援・推進体制

�
各部門に部門長を置き、部門の研究推進

�
予算の傾斜配分

�
運営部会（研究担当理事、外部委員２名、部門長、所長）にて研究の推進

状況を確認

４−１−②研究活動支援

所長裁量経費を用いて研究活性化を図っている。

�
論文発表支援：インパクトファクターやＱ値を基準に論文をランク付け、

支援する。

�
国際共同研究推進の支援、研究支援室の機器の維持管理

４−１−③研究活動の質の検証と改善

�
所員の業績、科研費や競争的資金獲得状況を公開

�
研究業績を基に３年毎の所員構成の見直し

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 8

【基準４】研究活動の状況及び成果

４−２−①研究活動の実施状況

�
学術論文146報以上／年（5報／人）、学会450件（15.5件／人）発表

�
外部資金：右肩上がり、研究所予算の75％を賄う。

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 9

【基準４】研究活動の状況及び成果
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４−２−①研究活動の実施状況：グリーン科学技術シンポジウム開催

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 10

【基準４】研究活動の状況及び成果

静岡大学グリーン科学技術研究所-第3回シ

ンポジウム2016： 2016年11月17

静岡大学グリーン科学技術研究所-第4回シ

ンポジウム2017： 2017年11月8日

４−２−②研究の質の確保

�
学会発表の10％が招待講演

�
所員の受賞：

5.7件（2013〜2015年度）➡

16.5件（2016〜2017年度）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 11

【基準４】研究活動の状況及び成果

6 6
5

18

15

2013 2014 2015 2016 2017

教員の受賞

４−２−②学生教育貢献

�
学生の受賞： 29件（2013年度）➡ 46.5件（2016〜2017年度）

�
科研費Ａの採択：年2.5件

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 12

【基準４】研究活動の状況及び成果
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1.7名／教員

3.7名／教員

4.8名／教員

指導した学生の25%が受賞
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４−２−③社会、経済、文化の発展に資する研究活動（Green Energy
研究部

門
）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 13

【基準４】研究活動の状況及び成果

「川根温泉メタンガス発電施設」の実用化（静岡大学、島田市、日比谷総合設備

（株）、ヤンマーエネルギーシステム（株））

地下圏微生物の研究と温泉メタンガス発電システムの創成（木村浩之教授）

川根温泉ホテル

４−２−③社会、経済、文化の発展に資する研究活動（グリーンバイオ研究部

門）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 14

【基準４】研究活動の状況及び成果

地球温暖化の熱波から植物を守る技術を開発（原 正和教授）

300種類以上の植物エキスや天然物質か
ら、

植物耐熱性向上活性があるものを発⾒

温暖化から緑と⾷糧を守る技術へ発展

野菜の高温障害を緩和

イネの白未熟を抑制

� 第1号剤はJAで販売中

� 植物耐熱性向上資材研究開発コンソーシアム（静岡大

学、（株）メニコン、新潟⼤、三重⼤）の設⽴

４−２−③社会、経済、文化の発展に資する研究活動（グリーンケミストリー研究部

門）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 15

【基準４】研究活動の状況及び成果

河岸洋和教授によるフェアリー化合物

（AHX, AOH, ICAの総称）

AHX ICA

HN

N
N N

H

N

O

HN

N
N N

H

H
N

O

O

AOH

N

N
H

H2N

O

実用化のために企業との共同開発

1) 農業への利⽤：「ストレス負荷のある栽培環境下で農産物収

量を安定させる，フェアリー化合物を利⽤したバイオスティ

ミュラント剤の開発」

2) 化粧品への利⽤：アンチエージング（抗酸化作⽤，細胞賦活

作⽤を利⽤）の素材として検討中。

基本特許

1) 特許第4565018号：植物成⻑調節剤及び植物成⻑調節

方法

2) 特許第5660540号：主食作物生産増収方法

3) 特許第5915982号：イミダゾール誘導体

国際展開を⾒据えた知財

1) US特許8518859B2：Method for increasing 

yield of staple food crop

2) US特許8809328B2：IMIDAZOLE DERIVATIVE

3) インド特許出願1566/CHEMP/201：Method for 

increasing yield of staple food crop

4) タイ特許出願11201000260：Method for 

increasing yield of staple food crop

４−２−③社会・産学官連携

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 16

【基準４】研究活動の状況及び成果

件数 平均

講師・イベント 43 1.5

報道 26 0.9

学外審議会・

委員会

26 0.9

その他社会活動 10 0.3
0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

2013 2014 2015 2016 2017 2018

受託研究

共同研究

千円

年度

平成29年度

【基準５】施設・設備

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 17

１）分子構造解析部

核磁気共鳴装置(NMR), 質量分析

装置, X線回折装置など物質を分子

レベルで解析する機器２２台を整

備し、学内・学外へ開放して、研

究・教育活動の⽀援を⾏っている。

毎年、地域の中・⾼校生を対象

に公開講座を開講している。また、

中学校や高等学校に赴いて、実験

講座や実験指導を⾏っている。

NMR

質量分析装置

単結晶X線回折装置

【基準５】施設・設備

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 18

２）ゲノム機能解析部

次世代シーケンサー, 液体クロマ

トグラフ質量分析装置(LC-MS/MS), 

共焦点走査型レーザー顕微鏡など, 

遺伝子と遺伝子産物の構造や機能を

解明するための機器３０台のほか、

隔離温室, P3実験室など遺伝子組換

え実験に関わる設備を整備し、学内

の教育・研究⽀援を⾏っている。

また、毎年、⾼校⽣を対象とし

た公開講座や遺伝子実験棟の施設

⾒学会を実施している。

次世代シーケンサー LC-MS/MS

共焦点走査型レーザー顕微

鏡

公開講座の様子
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【基準５】施設・設備の整備及び有効活用

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 19

94%

0%

6%

役⽴った 役⽴たなかった どちらでもない 2%

8%

31%

37%

22%

研究⽀援室のサービス満⾜度

まったく満足していない

やや満足していない

普通

やや満足している

とても満足している

26%

39%

29%

6%
メーカーによる取り

扱い説明会

技術職員による実地

指導

受託解析

その他

・ゲノム機能解析部の申請⼿続きの簡便化

・故障した機器の修理あるいは機種更新して欲し

い。

・技術職員を増やし、技術指導を充実して欲しい。

毎年８〜１０回機器利⽤講習会を開催

技術職員の増員要請済

共同利⽤機器が研究に役⽴ったか

希望サポート内容

３．アンケート調査

４）研究⽀援室利⽤料（学内実績）

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 20

【基準５】施設・設備の整備及び有効活用

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2013 2014 2015 2016 2017

分子構造解析部

ゲノム機能解析部

千円

� 機器の⽼朽化で機器の更

新が困難

� 機器の共同利⽤促進

� 静岡県⽴⼤学薬学部との

機器の共同利⽤体制構築

中

【基準６】内部質保証システム

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 21

� 論⽂学会発表等の業績：10〜20％増
� 科研費、外部資⾦：⼤幅増

� 教員の受賞：３倍増

� 論⽂学会発表等の業績：10〜20％増
� 科研費、外部資⾦：⼤幅増

� 教員の受賞：３倍増

� 年２回活動報告書の提出

� 研究所独自の研究成果

調査

研究所構成員

運営部会

教授会

３年毎所員の

⾒直し

H27年度７名⾒直
し、

１名所属変更

H30年度⾒直し予定

部局の承認

教育研究評議会

取り組みの結果

分⼦構造解析特論

分子構造解析演習

統合オミックス特論

ゲノム機能解析演習

を全学対象に開講

【基準７】管理運営

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 22

運営部会

外部有識者２名

研究担当理事

３部門⻑

所⻑

教授会

部門⻑会議

３部門⻑

所⻑

事務組織：

学術情報部研究協⼒

課研究支援係が兼務

（専任の事務組織は

ない）

研究所の意志決定体制

学内運営

研究所

主担当

副担当

最低限の

学内委員会

A部局

B部局

C部局
・

・

・

部局との情報共有

研究時間の確保

【基準８】教育情報等の公表

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 23

グリーン科学技術研究所のHP

http://www.green.shizuoka.ac.j
pに公開

イベント

セミナー

グリーンサイエンスカフェ

グリーン科学技術研究所の

Facebook

研究所の規則

研究所活動内容

自己点検・評価

外部評価・報告書

所員の業績等

研究状況・業績

グリーン科学技術研究所の

ニュースレター

【基準８】教育情報等の公表

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 24

グリーン科学技術研究所のニュースレター：年２回の発⾏

New s Letter   静岡⼤ 学グリーン科学技術研究所

Vol . 4 2018 年 10 ⽉

研究業績トピック

•
報道

•
論⽂採択

•
外部資⽂

•
特許出願

1

Research I nstit ut e of Green Science and Technology

特集1 ︓ フェアリー化合物の発⾒ とその後

­  持続可能な作物⾒ 産技術の開発を⾒ 指して­

グリーンケミストリー研究部⾨ 教授河岸洋和

特集2 ︓ 光合成⾒ 物の新規光受容体群が拓く最先端バイオ

技術⾒オプトジェネティクス

グリーンバイオ研究部⾨ 講師成川 礼

特集3 ︓ サンゴの⾒ 化と病気のメカニズムを解明

­  サンゴの意外な⾒ 存戦略 ­

グリーンバイオ研究部⾨ 教授カサレトベアトリスエステラ／特任助教鈴⾨ 利幸

イベント

グリーンサイエンスカフェ開催報告

受賞報告

・ バングラデッシュ農業・ 学及びバングラデッシュ・ 研究所訪問

・ 掛川市・ ・ 中学校からの来訪

・ 中国浙江・ 学とのジョイントセミナー

・ 静岡県・ ・ 学と第・ 回研究交流会開催

特集記事 イメージ
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【基準９】地域貢献活動の状況

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 25

公開講座、キャンパスフェスタ、グリーンサイエンスカフェで研究成果を発信

資料９-１-②-５

資料９-１-②-７

資料９-１-②-８

2016年 2017年 2018年

資

料

９

-

１

-

②

-

6

 

【基準９】地域貢献活動の状況

グリーンサイエンスカフェ

開催回数・参加者

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 26

23 

19 

6 3 

49 

小学生 中学生 高校生 大学生 一般

参加者の意見（アンケートより）

・わかりやすくて面白いのでとてもいいと思う。

・質問に詳しく答えてくれるところがいいと思う。

・面白かったが、もう少し噛み砕いた説明をしてほしい。

・実験ができていい体験ができた。

・気楽に質問ができてよかった。

・告知が足りない。開催を知るのが遅れ、参加を逃した回があった。

・日常で何が起こっているのかが身近に感じられました。また受講した

い。

年度

開催数

（回）

参加者数

（名）

2016 9 468

2017 7 236

2018 4 181

【基準１０】国際化の状況

グリーンエネル

ギー研究部門

グリーンエネル

ギー研究部門

グリーンバイオ

研究部門

グリーンバイオ

研究部門

グリーンケミス

トリー研究部門

グリーンケミス

トリー研究部門

国

際

共

同

研

究

・

連

携

推

進

室

モーリシャス大学

プエルトリコ大学

フランス ＩＲＤ

タイラムカハエーン大学

カリフォルニア大学

イスラエルハイファ大学進化研究所

インドネシアBPPT

ドイツハンブルグ工科大学

オランダデルフト工科大学

ブレーメン大学

マレーシアTailors University

イノベーション社会連携推進機構

知財関係

エネル

ギー、資

源、光技術

分野

生態系、

物質循環、

資源植物

食、

タンパク

質、

感染症検出

アレーシア工科大学

ドイツブラウンシュバイク工科

大学

米国メイヨ医科大学

韓国釜山大学

韓国慶北⼤学

中国浙江大学

中国南京大学

インドネシアBPPT

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 27

2013

2014

2014

2015

2015

2016

2016 Surya Univ.
2017 National Inst. 

Pharmaceutical Edu. & 
Res. (NIPER)

2016  Univ. of Indonesia

2018 Bangladesh Agr. Univ.
2018 Bangladesh Rice Res. 
Inst.
2018 ChungNam Nat’l Univ.

今年度締結予定

2018

10­1­①、②目的と実施

【基準１０】国際化の状況

1）マレーシア工科大学、NIPERと国際シンポジウム共催
2）Double Degree Special Programの活用による博士課程学生の相互指導

10­1­②活動状況

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 28

【基準１０】国際化の状況

1）マレーシア工科大学に
ジョイントラボ設置予定：2018/11/29

2）国際共同研究件数

年度 国際共同研究（件）

2013 9

2014 15

2015 11

2016 10

2017 19

2018 11

3）留学⽣（⼤学院⽣）受け⼊れ・派遣

年度 受入 派遣

2013 23 11

2014 22 14

2015 26 13

2016 34 13

2017 37 17

2018 35 8

1.5倍増

10­1­③活動成果

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 29

国際交流実績ー国際研究協⼒

◆部局間協定実績：

2013年9月 2日 慶北⼤学食品生物産業研究所（韓国）覚書締結

2014年9月16日 インドネシア科学技術評価応用庁（BPPT）部局間協定締結

◆2015年度の取り組み
マレーシア工科大学, Taylor’s Universityと本研究所
を担当部局とした大学間協定を締結

（2015年11月30日調印）

既に両⼤学共に交流活動

を重ねており、互いの大

学を表敬訪問している。

マレーシア工科大学 Taylor’s University2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 30
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国際交流実績ー国際研究協⼒

部局間協定実績：

2016年 5月25日 Surya University（農学）

2016年11月 8日 慶北⼤学 BK21plus creative innovative group

2016年11月16日 釜山大学校 Dept. Cogno-Mechatronics Eng.

2017年 2月27日 Res.  Center Biotechnol., Universitas Gadjah Mada

2018年 11月 ?日 Nat’l Inst. Pharmaceutical Edu. & Res. (NIPER)

2018年度内予定 Bangladesh Agricultural University

Bangladesh Rice Research Institute (BRRI) 

ChungNam Nat’l Univ.

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 31

国際交流実績ー国際シンポジウム

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 32

日時 場所

2013.11.18〜

19

グランシップ Directions of Interdisciplinary Domain Research in 

Japan-Europe Partnership

2014.12.1〜2 グランシップ Directions in Interdisciplinary Domain Research

through Japan-Indonesia Partnership

2015.12.1 グランシップ Shizuoka University International Symposium 2015

by Inter-Academia Asia and Headquarters for

Promotion of Interdisciplinary Domain Research

2015.1.27〜28 佐鳴会館、浜松C 2015 International Symposium Toward the Future of 

Advanced Researches in Shizuoka University

2016.12.8〜9 S-Port、浜松C Enhanced Interdisciplinary Domain Research 

through partnership with Asian countries

2018.3.6 Lecture Building、

浜松C
International Symposium toward the Future of 

Advanced Researches in Shizuoka University 2018 

超領域研究会と協賛

国際交流実績ー研究交流会

2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 33

日時 場所 Symposium

2014. 9.15 BPPT Honorable Symposium between BPPT and Shizuoka University -Toward Strong 

Collaboration based on Green Science and Technology -

2014.12.15〜16 Taylor’s University Global Green Challenges Program, GGCP Workshop 2014 at Kuala Lumpur, Shizuoka 

University and Taylor’s University

2015.1.26 Shizuoka Univ. 2015 Workshop on Green Science and Technology of Global Young Researchers

2015.2.10 UTM, Malaysia IBD-UTM and Shizuoka University Seminar 

2015.3.24 Shizuoka Univ. IBD of University Technology Malaysia (UTM) and RIGST of Shizuoka University (SU) 

2015.11.26 Kyungpook Nat‘l Univ. Advanced Food Biomaterial and Biofuction 2015

2016.8.16〜17 UTM, Malaysia 6th International Conference on Biotechnol. for the Wellness Industry

2016.10.29 Univ. Gadjah Mada 4th Seminar on Biotechnol.

2017.8.21〜22 UTM, Malaysia International Postgraduate Symposium in Biotechnol. 2017

2017.9.28〜29 Technical University of 

Braunschweig 

2nd German-Japanese Research Symposium at Technische Universität Braunschweig

2017.10.27 MBA Seminar Hall, NIPER NIPER-Shizuoka University Meet: Prospects for Collaborations 

2017.10.30 Indian Inst. Hyderabad Joint Symposium in IITH, India
2018/10/23 グリーン科学技術研究所外部評価委員会 34
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グリーンエネルギー研究部門の研究トピックス

グリーンエネルギー研究部門長

兼 グリーン研副所長

齋藤 隆之

１．付加体を利用した発電システム

新規バイオマスを利用した再生可能エネルギーの開発

２．プラズマを利用したエネルギー循環

プラズマ物理を利用した再生可能エネルギー

３．超音波を利用した粒子分離／分級（セシウム処理の基礎）

既存エネルギー技術のグリーン化

1

１．付加体の深部帯水層での微生物メタン生成と

分散型エネルギー生産システムの創成

・ 付加体は、西南日本の太平洋側に分布

・ 付加体は、深度10 km以上の厚い堆積層

・ 付加体は、海底堆積物に由来する

・ 付加体の堆積層は、有機物を多く含む

・ 付加体の深部帯水層は、地下温水を含む

・ 付加体の深部帯水層は、メタンを多く含む

・ 付加体の深部帯水層には、メタンを生成

する微生物群集が生息する

温泉施設が所有する大深度掘削井から湧出する地下温水（温泉水）と温泉付随ガス（主にメタン）

付加体

現在も付加体はつくられている

（有機物を多く含む堆積層で、

新たなバイオマス資源と

考えることができる）

マグマの生成

火山

花崗岩

2

水素発生型

発酵細菌

水素資化性

メタン生成菌

海底堆積物

海洋プレートの移動 付加と隆起

太古の植物プランクトンの

光合成による有機物合成

マリンスノー

地球科学と微生物学を融合させた手法を用いて

付加体の深部帯水層でのメタン生成過程を解明

発酵細菌とメタン生成菌の共生に

よって大量のメタンが生成される！

堆積層の有機物

H2 + CO2 CH4

The ISME Journal (2010), Environ. Microbiol. Rep. (2013), Microbes Environ. (2016, 2018)
など

3

水素生成

リアクター

メタン生成

リアクター

CH4CH4

微生物群集

H2

メタン

分離槽

地下温水（温泉）と微生物群集を利活用して

分散型エネルギー生産システムの創成を目指す

大深度掘削井

（深度
1,000

〜
2,000 m

）

水素発生型発酵細菌

＋

水素資化性メタン生成菌

有機物
→ H2 + CO2

水素発生型発酵細菌

＋

水素資化性メタン生成菌

有機物
→ H2 + CO2 → CH4

ガスエンジン

発電機

ガスエンジン

発電機

下水汚泥、食品残渣

などの余剰有機物

メタン

分離槽

微生物群集

燃料電池

付加体の深部帯水層
= 
有機物が豊富にある天然のメタン生成リアクター

添加

添加

阻害
→

微生物相の

コントロール

地下温水（温泉）

と温泉付随ガス

（主に、メタン）

・未利用エネルギーの活用

・地球温暖化防止対策

・災害時のインフラ確保

下水汚泥、食品残渣

などの余剰有機物

Microbial Biotechnology (2015), 
特願

2013-537517, 
特願：

2018-037195

2017
年

4
月、川根温泉（静岡県島田市）にて実用化

発電

発電 発電

4

ガスエンジン発電機

（
25 kW x 4

基）

ガスタンクとガスエンジン発電機

川根温泉ホテル 源泉の掘削井（深度
1,148 m

） メタン分離槽

温泉ガス利用設備監視盤

川根温泉メタンガス発電システム
（2017年4月より稼働、コージェネ大賞2017優秀賞受賞）

5

２．プラズマを利用したエネルギーサイクル

アルミニウムを用いた再生可能エネルギー循環サイクル

エネルギーの貯蔵：還元が必要

大量の二酸化炭素を排出

従来の還元法

温室効果ガスの排出の無い還元法の開発が必要とされる

（＝炭素還元剤を必要としない還元法）

JRSE(2013), FAPT(2013, 2014), プラズマ応用科学(2017)など

FAPT(2016), プラズマ応用科学(2016), Vacuum(2018)など

6
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2

CO

2

レーザーを用いたアルミナ還元実験

Nozzle

回収
低圧領域

Al

O

高温・高圧領域

レーザープラズマ

流速:1000-3000m/s

熱還元(8000K) AlとOは分離状態

Al2O3 → 2Al +3O

AlとOが分離

した状態で回収

低圧下で再結合を防止

凝固点の差を利用

� 発光分光による気流診断の結

果、低圧領域での
還元効率

は

40.7%
、
エネルギー変換効率

は
10.4%

� 回収板上で酸素原子がなくア

ルミ原子だけが存在する部分

を確認（左図：EDS画像）

� ArにXeを電子源として混合させることで
75kPa-3MPaの範囲で

プラズマ生成に成功

（Ar単体では不可）

� Xeの必要最小量は
7.7%、

プラズマへのエネルギー変換効率は
37.7%

7

Kozuka et al. Trans. Japan Soc. 

Mech. Eng. Ser. C 1997.

超音波を利用した粒子操作と分離・分級技術

�
従来技術

�
私たちの新技術

� MHz帯域の超音波

� 対象粒子径はµm order

� 粒子はNodeに捕捉

� 粒子に直接作用する音

響放射力

� 層状の凝集

� 20-kHz帯域の超音波

� 対象粒子径はmm order

� 粒子はAnti-nodeに捕捉

� 超音波キャビテーション

気泡ACOB*
に作用す

る音響放射力

� 球状の凝集体

* ACOB: Acoustic Cavitation Oriented Bubble

Y. Mizushima, T. Saito et al., Chem. Eng. Sci., 93, 395-400 (2013).

H. Muramatsu, T. Saito et al., J. Phys., 656, 012117 (2015).

H. Muramatsu and T. Saito, AIChE, Vol. 64, No. 5 (2018)
など

(A) Air-saturated water

(B) CO2-dissolution water

1 mm

�
私たちのこれまでの研究

� ACOBが粒子を移動させる．

� 凝集形態は水に溶存するガス種とその濃度に依存する．

(A)
5mm

(B)

Video

Video

・既存発電技術

のグリーン化。

・福島の課題を解

決したい。

8

Muramatsu and

Saito, Chem. 

Eng. Science,

In print, 2018.

特許申請中

Video：粒子群のマニピュレーション Video： 粒径による粒子分級

セシウム吸着粒子の分離・分級の基礎技術の実証

マニピュレーション

①凝集体を操作棒

により簡単に移動

させることができる。

②分離した粒子の

みを簡単かつ精密

に回収できる。

③装置の構造が

簡単で、放射能の

影響を受けにくい。

分級

④超音波の強度

（入力電力）を調整

すること、また粒子

の流体力学的特

性を利用して分級

⑤マニピュレーショ

ンと組み合わせ、

安全に回収可能。

必要な技術＝粒径による分級と分離 ＋ 同一粒径で密度差による分級と分離

簡単な装置構造と分離槽内に部品がないこと

9
セシウム吸着粒子の分離・分級の基礎プロセス

基盤粒子： プルシアンブルー二次粒子

・プルシンブルーはナノ粒子。二次粒子は数十µｍから２ｍｍ

・セシウムを選択的に吸着

・従来の方法では減容化が困難（吸着量を選択できない）

プルシアンブルー二次

粒子を事前には分級せ

ずに廃水に投入

（準備コストを低下可能）

表面積の大きな微小粒

子の方が吸着効率が高

い。（粒径によりセシウ

ム吸着量が変わる）

粒径により粒子を分級し、

分離（粒径小＝セシウム

を多く吸着）

同一粒径粒子を密度毎

に分級し、分離（密度大

＝セシウムを多く吸着）

①撹拌後、水槽内に低

周波超音波を照射

②超音波素子への入力

電力を制御

密度毎に同一径粒子を

分級し、分離（密度大＝

セシウムを多く吸着）

より多くセシウムを吸着

した粒子のみを選択的

に分離

セシウム吸着量の少な

い粒子を再利用

セシウム吸着粒子の減

容化

このような精緻かつ非接触な分級・分離ができるのは私たちの方法のみ

10
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静岡大学グリーン科学技術研究所

グリーンバイオ研究部門

原正和

富田因則

カサレトBエステラ

王権

轟泰司

宗林留美

大西利幸

本橋令子

成川礼

12国内機関 6海外機関

グリーン科学技術研究所

グリーンエネルギー

研究部門

グリーンバイオ

研究部門

グリーンケミストリー

研究部門

研究支援部門

◆植物ストレスマネジメントグループ

・植物の極限環境適応力を引き出す

技術の研究開発。（原・轟・王・大西）

◆生物システムグループ

・低コスト多収性、適応性などの有用遺伝

子を集積した作物の作出。（富田）

・光合成機能を、分子並びにオルガネラレ

ベルで研究。（本橋・成川）

・環境変動の生態系へのインパクトを解析。

（カサレト・宗林）

グリーンバイオ部門

応用研究

基礎研究

生物・生態系

ストレス

適応力

生物生産性の向上と生態系の保全

◆植物ストレスマネジメントグループ

◆生物システムグループ

植物熱耐性向上剤

超多収・早晩生イネ育種

乾燥シグナル制御

分光反射によるモニタリング

植物二次代謝

生合成色素・測定技術

海洋生態系

駿河湾とサンゴ礁

基礎研究

◆植物ストレスマネジメントグループ

◆生物システムグループ

◆植物ストレスマネジメントグループ
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王権 Wang Quan

◆植物ストレスマネジメントグループ

成川

◆生物システムグループ

BV結合型の結晶構造決定と

蛍光プローブとしての応⽤利⽤

1.6 Å分解能の結晶構造

開腹手術なしで

マウスの肝臓からの蛍光検出

Fushimi et al. 2018 Submitted

Cys321
His322

Asp291

Trp289

Tyr352

32

Arg301

Tyr293

Tyr318

Thr308

Val336180º

グリーンケミストリー部門

朴教授、宮崎助教との共同研究成果

本橋

◆生物システムグループ
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造礁サンゴの自然免疫機構・ストレス応答の研究 グリーンバイオ研究部門 カサレトベアトリス

造礁サンゴはこれまでに知られていた褐虫藻との共生の他に、骨格内共

生藻、バクテリア等の様々な微細生物と共生関係を築いていることが明ら

かになりつつある。世界でほとんど研究例のないサンゴの内部の共生藻類、

微生物、栄養循環、有機物動態、シアノバクテリアの化学共生を研究し、国

際的（2013国際サンゴ礁学会最優秀論文賞）にも注目を集めている。科研
費新学術領域「サンゴ礁学」、三菱商事の50周年記念事業国際サンゴ礁
保全研究（2005-2021）等を推進している。

サンゴの白化や病気の機構解明に関する

研究

世界的な環境問題の一つであるサンゴ

の白化現象に関して、これまで原因と考え

られていた”サンゴから褐虫藻が放出され
る”という現象はサンゴが体内環境を保つた
めの正常な生理応答であり、ストレス時に”

サンゴ体内で褐虫藻が分解されること
”が

白化の原因であることを解明した (J of
Phycology, 51, no. 1, 37-45)。さらに白化

のトリガーとして活性酸素の発生が重要で

あり、サンゴはクロロフィルをシクロエノール

に分解することで活性酸素の発生を軽減し、

色素タンパク質や抗酸化酵素を生産したり

するなど、
酸化ストレスに対する様々な防

御応答
を示すことも明らかにした。

サンゴ体内の抗酸化酵素（
Weis, 2008

）

褐虫藻と光合成色素の分解（
Suzuki et al., 2015

）

高濃度の硝酸がサンゴのア

ポトーシスに関与している

(Casareto et al., 2016, 
Coral Reef Science, 
chapter 2)

正常な褐虫藻と分解された褐虫藻

分解された褐虫藻のもつクロロフィル分解産物

シクロエノール

サンゴの複合共生（
Holobiont

）
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褐虫藻に影響を与えるバクテリアに効果

的に作用するウイルスの発見

サンゴの白化を引き起こす病原菌の

一つに対して作用するウィルスをサンゴ

礁から発見した。これはサンゴの病気の

治療法の一つとして、ファージセラピーに

利 用 可 能 と 考 え ら れ る 。 (Marine
Genomics 35, 69-75, 2017)

造礁サンゴの自然免疫機構・ストレス応答の研究 グリーンバイオ研究部門 カサレトベアトリス

健康なサンゴと白化したサンゴの摂食率の変化（
Sangmanee et al.

）

A: head: 55.92 nm, tail: 98.15 nm; B: head: 57.65 nm, tail: 105.88 nm; C: diameter: 84.45 nm. Scale bar = 200 nm.

Vibrio phage CKB-S1 Vibrio phage CKB-S2 Vibrio phage RYC

サンゴが生育するための栄養源に関する研究

サンゴは褐虫藻からの有機物移送に加えて海水

中の微生物を捕食し栄養としている。白化したサンゴ

は通常摂食率が増加するが、高水温の複合ストレス

下では逆に摂食ができなくなる(submitted to J of
Marine Biology)。しかし骨格内共生藻が存在すると

有機物の供給が行われ、複合ストレス下でも有利に

生き延びることができる (Royal Society Science
Direct, vol. 4, Article ID 171201, 2017.) 。

沖縄のサンゴ礁から単離された、ビブリオ種に作用するウイルス（
Ramphul et al., 2017

）

◆生物システムグループ

◆植物ストレスマネジメントグループ

応用研究

◆生物システムグループ

原 正和

植物熱耐性向上剤の開発

http://anosuji.blogspot.jp/2014/08/blog-post.html

5 mM2 mM1 mM0 mM
0 mM

55

o

C 23

o

C

HSEHSE GUS

蛍光定量系

熱ショック蛋白質

◆植物ストレスマネジメントグループ
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富田因則 次世代DNAシーケンス解析によるグローバル化と地球温暖化に適した超多収・

大粒・早晩生イネの開発

目的遺伝子を持つゲノム

の構築と次世代シーケン

サーによる全DNAの解読

JST研究成果最適展開支援プログラムA-STEP産学共同促進ステージ「ハイリスク挑戦タイプ」採択事業

大粒化遺伝子、バイオマス増大遺伝子、夏の猛暑を避ける早晩生遺伝子、台風による倒伏

を防止する短稈遺伝子を、次世代DNAシーケンサーによるゲノム解析によって探索、同定。

これらの遺伝子を効率よくゲノムに移入・集積し、コシヒカリの長所を維持し短所を克服した

スーパーコシヒカリの開発

◆生物システムグループ

ヒカリ新世紀

整粒比率（％）

無処理 10

PEITC（ｍｇ/㎡）

50

100

コシヒカリ 74.6 72.2 75.1 77.5

GA欠損コシヒカリ 71.1 69.8 79.3 76.6

粒厚（ｍｍ）

無処理 10            

PEITC (mg/㎡）

50 100

コシヒカリ 1.91 1.9 1.91 1.93

GA欠損コシヒカリ 1.88 1.86 1.91 1.92

GA20酸化酵素欠損型の短稈コシヒカリの遺

伝的背景において、イソチオシアネ―トの高濃

度処理区で整粒比率が向上して品質が改善

され、粒も厚みを増した。

無処理区 PEITC 100 mg/㎡

向上

植物熱耐性向上剤のイネゲノム育種への活用を目指して

新たな暑熱性育種手法の開発

富田因則

グリーンバイオ部門

応用研究

基礎研究

生物・生態系

ストレス

適応力

生物生産性の向上と生態系の保全

◆植物ストレスマネジメントグループ

◆生物システムグループ

今後の課題

研究所内の連携

共同利用への参画

地域の諸問題の解決
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グリーンケミストリー研究部門

本グリーンケミストリー研究部門では、環境に優しいバイオ素材や食の安心・

安全のためのイノベーション創出、生命機能の解明・探索研究を柱とし、豊かで

活力のある持続可能な成長の実現に貢献する。

2015年度まで

コアメンバー

朴 龍洙 教授

河岸洋和 教授

近藤 満 教授

サブコアメンバー

澤渡千枝 教授

平井浩文 教授

（2016年度からグリーンエネルギー部門へ）

塚田直史 准教授

加藤知香 准教授

加藤竜也 准教授

2016年度から

コアメンバー

朴 龍洙 教授

河岸洋和 教授

近藤 満 教授

サブコアメンバー

山中正道 准教授

鳴海哲夫 准教授

加藤知香 准教授

加藤竜也 准教授

崔宰熏 助教

宮崎剛亜 助教

第一期からの教員（コア教員3名，サブコア教員2名，27年度から29年度）

研究業績

コア教員： 国際学会 53，国内学会 156，原著論文 84，総説 14

サブコア教員：国際学会 6，国内学会 46，原著論文 28

科研費（代表者）

コア教員 ： 基盤A 2，新学術（計画班員） 1 ，基盤B １，挑戦的萌芽研究 2

サブコア教員：基盤C 1，若手B １，挑戦的萌芽研究 2

受賞

コア教員本人 4，指導学生 11

サブコア教員 指導学生 2

第二期からの教員（サブコア教員4名が加入， 28年度から29年度）

研究業績

サブコア教員：国際学会 30，国内学会 123，原著論文 28，総説 6

科研費（代表者）

若手A 2，基盤B １，挑戦的萌芽研究 3，研究活動スタート支援 1

受賞

サブコア教員本人 3，指導学生 5

研究業績，科研費，受賞（2015年度から2018年度まで）

山中 2018 山中 2016
山中 2017

Chem. Commun. 2018, 山中 Chem. Commun. 2018, 鳴海

特許第6083849 試

料中の標的物資を検出

⼜は定量する⽅法及び

キット(2017.2.3)

朴 2017

河岸 2018

河岸 2016

河岸 2017

河岸 2016

酵素応答型超分子ヒドロゲル

サブコアメンバー山中正道

Chem. Commun. 2018, 54, 8814.

低分子ヒドロゲル化剤

市販の化合物から二段階で合成可能な低分子ヒドロゲル化剤

最少ゲル化濃度 = 0.30 wt%

超分子ヒドロゲルにβ-ガラクトシダーゼを添加すると、乳糖部分が加水分解され

ゲル化能を示さない化合物に変換されるため、ゲルが崩壊する。

アミロイドPETイメージング剤を指向したアミロイド結合性化合物の創製

サブコアメンバー 鳴海哲夫

� アルツハイマー病変（老人斑、神経原線維変化）に結合する新規ITY化合物群の創製に成功した。

� ITY化合物は耐光性や耐酸化性に優れ、アルツハイマー患者の脳切片で病変の画像化が可能である。

� アミロイドPETイメージング剤に応用することで、認知症研究、診療、治療薬開発に役立つと期待される。

PBB3

� 神経原線維変化(NFT)に選択的に結合

� PBB3誘導体による臨床試験が進行中

� 光に敏感、共役ジエン構造が異性化し、

結合能が大幅に低下

ITY11397 

1)

� PBB3の共役ジエン構造に塩素原子を
導入した化合物

� 神経原線維変化に選択的に結合

� PBB3より耐光性や耐酸化性が高い

2)

NFTの画像化

(AD患者の脳切片)

PBB3によるNFTの蛍光染色 ITYによるNFTの蛍光染色

アミロイドPETイメージング剤に直結

1) 特願2017-147991／PCT/JP2018/028279 ：凝集タンパク質の検出に適した化合物

2) Narumi, T. et al., Tetrahedron 2018, in press. “Improvement of chemical stability of conjugated dienes by chlorine substitution” 
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カイコ幼虫を用いたネオスポロシスワクチン開発に関する研究

コアメンバー 朴 龍洙

抗原のみ バキュロウイルス表⾯ 上

抗原提⾯

ウイルス様粒⾯ 表⾯ 上

複数の抗原提⾯

J. Biosci. Bioeng., 120, 715, 2015.

Vet. Parasitol., 192, 284, 2013. Mol. Biotechnol., 57, 145, 2015. J. Biotechnol., 165, 69, 2013; 

155, 185, 2011.

肺組織における肺胞損傷

PBS
投与

ワクチン投与

生存率

ウイルス様粒子上抗原提示

ウイルス様粒子（VLP)の表面

に複数の抗原を提示すること

でワクチン効果を向上できる。

今後、デングやマラリアなど

の複数の抗原が必要なワクチ

ン作製に有効。

Biosensors & Bioelectronics, 89, 998, 2017 

Sensors and Actuators B: Chemical, in press, 2018.
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蛍光増強

感染症原因ウイルスの高感度検出

コアメンバー 朴 龍洙

A．ナノ粒⼦のプラズモン共鳴

ウイルス表面でのAuNP-QD

プラズモン共鳴

AuNP/CNTのハイブリッドーウイルスー

QDのサンドウッチ

B. 分子ビーコンによるウイルス遺伝子検出

C. 夾雑物中にウイルス検出

Gold nanoparticle 

(AuNP)

Quantum dot

(QD)

Carbon nanotube

(CNT) Graphene

相補的遺伝子の結合により消光から蛍光増幅

磁気分離による夾雑物を多く含む検体からのウイルスの検出

Biosensors & Bioelectronics, 

64, 311, 2015 

Biosensors & Bioelectronics, 86, 135, 2016 
特許第6083849；日経産業新聞 2017. 3.17

グリーンケミストリー研究部門プロジェクト研究

「冬虫夏草を科学する」

Suzuki, T., Takeshima, Y., Mikamoto, T., Saeki, J., Kato, T., Park, E-Y., Kawagishi, H.*, and Dohra, H. *, 

Genome sequence of a novel Iflavirus from mRNA sequencing of the pupa of Bombyx mori inoculated 

with Cordyceps militaris, Genome Announc., 3(5),  e01039-15 (2015). 

Qiu, W., Wu, J., Choi−H., Hirai, H., Nishida, H., and Kawagishi, H. *, Cytotoxic compounds against 

cancer cells from Bombyx mori inoculated with Cordyceps militaris, Biosci. Biotechnol. Biochem., 81(6), 

1224-1226 (2017). 

生物機能の理解

分子構造

遺伝子

機

能

性

物

質

の

探

索

生物機能利用の極大化

分子構造決定

生態系の研究

� 
カイコや蛹を用いた冬虫

夏草の培養方法の開発

� 
分子認識能タンパク質の

利用

資源・ 環境分子化学グループ  


ナノバイオ科学グループ 


� 
「 冬虫夏草」 は， 昆虫に寄生し繁殖し，最終的

に宿主から発生するキノコ

� 
滋養強壮・ 不老長寿の幻の薬と言われ，最も高

価な漢方薬

� 
「 生態（ 寄生のメカニズム等） 」 「 機能性を司

る物質」 「 培養方法」 「 医薬や機能性食品とし

ての応用」 の研究は前例が無く ， 未解明かつ挑

戦的！！

� 
高齢化社会における新規有

用物質の発見

� 
冬虫夏草の生態系の解明

国民の健康な生活

天然物化学グループ 


AHXによる樅数の増加

に伴う種子数の増加

無処

理

収穫したイネ

高温・乾燥ストレス耐性向上剤の開発

（原・轟）

ストレス耐性イネ品種のゲノム育種 （富田）

ストレス耐性向上剤コーティング種子

問題解決・グリーン研の貢献

持続可能な開発のための2030

アジェンダ（国連総会2015年）

飢餓をゼロに

気候変動に具体的な対策を

陸の豊かさも守ろう

背景・ねらい・構想

世界の飢餓人口の65％はイン

ド，中国，コンゴ民主共和国，バ

ングラデシュ，インドネシア，パ

キスタン，エチオピアに集中

（国連Fighting Hunger 

Worldwide（WFP）報告）

世界の穀物生産量は20年間で

1%ほど減少するとの予測（第26

回気象環境研究会「気候変動

環境下における広域スケール

の食料生産変動予測にむけ

て」） （この減少分のうちのわ

ずか10%を回復できた場合，730

億円の効果）

フェアリー化合物によるストレス下での作物

生産法の開発（崔・平井・間瀬・本橋・大西・

成川・近藤・道羅・河岸）

・耕作不適地（飢餓

に苦しむ地域）での

増産

・温暖化に耐えうる

食糧生産

目標

ストレス耐性向上剤含有カプセル

グリーンケミストリー研究部門を中心としたプロジェクト研究

「フェアリー化合物の新規植物ホルモンとしての証明と実用化のための応用展開」

問題解決・グリーン研の貢献
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【大谷静大宿舎】

宿舎の前

私の家

植物ホルモン ジベレリンの発見

イネ馬鹿苗病菌（Gibberella fujikuroi）

がイネに感染し，徒長を誘導。

黒沢栄一，台湾博物学会会報

（1926）

菌培養液中の，イネ徒長物質をギベ

レリン（gibberellin）と命名。

藪田貞治郎 農業及園芸（1935）

1950年代後半，高等植物に普遍的

にgibberellinが存在することが判明し，

植物ホルモンと位置づけられた。

グリーンケミストリー研究部門を中心としたプロジェクト研究

「フェアリー化合物の新規植物ホルモンとしての証明と実用化のための応用展開」

イネ馬鹿苗病菌（Gibberella fujikuroi）

がイネに感染し，徒長を誘導。

黒沢栄一，台湾博物学会会報

（1926）

菌培養液中の，イネ徒長物質をギベ

レリン（gibberellin）と命名。

藪田貞治郎 農業及園芸（1935）

1950年代後半，高等植物に普遍的

にgibberellinが存在することが判明し，

植物ホルモンと位置づけられた。

植物ホルモン

ジベレリンの発見

イネ馬鹿苗病菌（Gibberella fujikuroi）

がイネに感染し，徒長を誘導

黒沢栄一，台湾博物学会会報（1926

年）

菌培養液中の，イネ徒長物質をギベ

レリン（gibberellin）と命名

藪田貞治郎 農業及園芸（1935年）

高等植物に普遍的にgibberellinが存

在することが判明し，植物ホルモンと

して認知（1950年代後半）

種なしブドウの生産など

フェアリー化合物の発見

静岡大学キャンパスでフェアリーリ

ングに遭遇（2003年）

コムラサキシメジからＡＨＸとICA

の発見（2010年）

AOHの発見，植物における普遍的

内生の証明（2014年）

植物ホルモンとして認知？（？年）

悪環境下での主要穀物の増収な

ど(2014年，2015年）

グリーンケミストリー研究部門を中心としたプロジェクト研究

「フェアリー化合物の新規植物ホルモンとしての証明と実用化のための応用展開」
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Nature 505
巻

, 298頁 (2014年1月16日発行)

アメリカ化学会Chemical & Engineering News

(VOLUME 92, NUMBER 4)   2014月1月27日発行

*はcorresponding author

* 1) Choi, J-H. et al., Disclosure of the “fairy” of fairy-ring forming fungus Lepista sordida, ChemBioChem, 11, 1373-1377 (2010) 

* 2) Choi, J-H. et al., Plant-growth regulator, imidazole-4-carboxamide produced by fairy-ring forming fungus Lepista sordida. J. Agric. Food Chem., 58, 9956

9959 (2010).

* 3) Choi, J-H. et al.,The source of "fairy rings": 2-azahypoxanthine and its metabolite found in a novel purine metabolic pathway in plants, Angew. Chem. Int. 

Ed., 53(6), 1552-1555 (2014).

* 4) Tobina, H. et al., 2-Azahypoxanthine and Imidazole-4-carboxamide produced by the fairy-ring-forming fungus increase yields of wheat, Field Crop Res., 

162, 6-11 (2014).

* 5) Ikeuchi, K. et al., Practical synthesis of natural plant-growth regulator 2-azahypoxanthine, its derivatives, and biotin-labeled probes, Org. Biomol. Chem., 

12, 3813-3815 (2014)..

* 6) Asai, T. et al., Effect of 2-azahypoxanthine (AHX) produced by the fairy-ring-forming fungus on the growth and the grain yield of rice, Jpn. Agric. Res. 

Quart., 49, 45-49(2015). 

7) Ma, G. et al., Fairy chemicals, AHX and AOH, regulate carotenoid accumulation in citrus juice sacs in vitro, J. Agric. Food Chem, 63, 7230-7235 (2015). 

* 8) Choi, J-H. et al., Bioconversion of AHX to AOH by resting cells of Burkholderia contaminans CH-1, Biosci. Biotechnol. Biochem., 80, 2045-2050 (2016).

9) Nakamura, H . et al., Effects of 2-azahypoxanthine on extracellular terpene accumulations by the green microalga Botryococcus braunii, race B, Algal Res., 

20, 267-275 (2016)..

* 10) Suzuki, T. et al., The biosynthetic pathway of 2-azahypoxanthine in fairy-ring forming fungus, Sci. Rep., 6, 39087(2016)

* 11) Choi, J-H . et al., High-quality draft genome sequence of Burkholderia contaminans CH-1, a Gram-negative bacterium that metabolizes 2-

azahypoxanthine, a plant growth-regulating compound, Genome Announcements, 5(41), e01148-17, (2017)

* 12) Choi, J-H. et al., N-Glucosides of fairy chemicals, 2-azahypoxanthine and 2-aza-8-oxohypoxanthine, in rice, Org. Lett., 20, 312−314 (2018).

* 13) Kitano, H., Kawagishi, H.*, Itami, K. * et al., Discovery of plant growth stimulants by C−H arylation of 2-azahypoxanthine, Org Lett., in press.

(Chemical & Engineering News
で紹介記事

online
発行９月２７日）
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アメリカ化学会Chemical & Engineering News

2018年９月27日online

事業化の手前

1) 農業への利用：ある民間会社が「ストレス負荷のある栽培環境下で農産物収量を安定させる，フェアリー化合物

を利用したバイオスティミュラント剤の開発」を行っている。

2) 化粧品への利用：ある民間会社がアンチエージング（抗酸化作用，細胞賦活作用を利用）の素材として検討中で

ある（既に植物ホルモンであるサイトカイニンが実用化されている）。

今後大いに発展が見込まれている基本特許

1) 特許第4565018号：河岸洋和，森田明雄・小林文男：植物成長調節剤及び植物成長調節方法：静岡大学：登録日

2010年8月6日

2) 特許第5660540号：河岸洋和，森田明雄，崔宰熏：主食作物生産増収方法：静岡大学・登録日2014年12月12日

3) US特許8518859B2：河岸洋和，森田明雄，崔宰熏：Method for increasing yield of staple food crop：静岡大学：登録

日2013年8月27日

4) インド特許出願1566/CHEMP/201：河岸洋和，森田明雄，崔宰熏：Method for increasing yield of staple food crop：

静岡大学：出願日2012年2月21日（審査中）

5) タイ特許出願11201000260：河岸洋和，森田明雄，崔宰熏：Method for increasing yield of staple food crop：静岡大

学：出願日2012年1月23日（審査中）

6)特許第5915982号：河岸洋和，崔宰熏・名称：イミダゾール誘導体：静岡大学：登録日2016年4月15日

7) US特許8809328B2：河岸洋和，崔宰熏：IMIDAZOLE DERIVATIVE：静岡大学：登録日2014年8月19日
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フェアリー化合物（AHX, AOH, ICAの総称）

世界に「静岡大学グリーン科学技

術研究所」を知らしめる研究を続け
ていきます。
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